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有
料
広
告

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（登　子）
（正　章）
（浩　大）
（治　美）
（トヨ子）
（福田真砂子）
（公　一）
（勝　已）

大　平
大　東
中小坂
城　西
東野牧
上小坂
大　東
小　川

金井　孝允
瀬間　郁子
山田　進
清水　ケイ
上原　茂
髙田　正
瀨間　昭子
荒木　靖子

月
2

の
納
税

未
納
の
税
金
が
あ
り
ま
し
た
ら

土
日
祝
祭
日
も
役
場
で
納
税
が

で
き
ま
す
。

日
直
者
が
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
ま
で
対
応
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納

付
で
き
ま
す
。

※
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
る
納
付
書
は
、ｅ
Ｌ
-Ｑ
Ｒ

対
応
金
融
機
関
及
び
各
種
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
で
納
付
で
き
ま
す
。納

付
方
法
は
地
方
税
共
同
機
構
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
日（
火
）・
19
日（
木
）・
26
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等

に
よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。請

求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
火
）・
18
日（
水
）・
30
日

（
月
）の
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
８
期・

介
護
保
険
料
８
期・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
８
期

納
期
限
は
3
月
２
日（
月
）で

す
。2

月
の
支
払
日

3
月
の
支
払
日

12月届出分〈敬称略・順不同〉

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

伊藤日々 喜（啓市・春花）本　宿
ひびき

人口
　男
　女
世帯

（　 3）
（　 2）
（　 1）
（　 0）

ー

ー

ー

（　）内は前月比

5,897人
2,913人
2,984人

3,041世帯

転入   14人/  出生 3人
転出   7人/  死亡 13人

（1月1日現在）

（12月中）

人と町を結ぶ情報紙
有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

- 広報しもにた -
shimonita

No 838

2
Feb.
2026

森川酒店 お客様がよりよいお買い物が出来ます事に努めております。
ご注文・お問い合わせ  ☎0274-82-3112

有
料
広
告

聖徳吟醸酒粕 500g
聖徳 純米吟醸無濾過生原酒1.8L

・ビール券には有効期限が御座います、
お手持ちの券をお確かめください。

・ビール券には有効期限が御座います、
お手持ちの券をお確かめください。

酒類・食料品ギフト
店内大陳列！

酒類・食料品ギフト
店内大陳列！

この季節だけの、しぼりたての贅沢
季節限定商品のお知らせ

二十歳の旅立ちとこれからの未来へ
心からご祝福申し上げます

二十歳の旅立ちとこれからの未来へ
心からご祝福申し上げます

下仁田町商業協同組合

有限会社有限会社
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■
所
得
税
の
申
告

■
収
入
の
申
告
が
無
い
場
合

■
町
県
民
税
の
申
告

■
年
金
収
入
の
み
の
場
合

町
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
に
つ
い
て 

〜
２
月
16
日（
月
）か
ら
３
月
16
日（
月
）ま
で
〜

　
令
和
７
年
中
の
所
得
に
関
す
る
申

告
相
談
が
今
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
間
中
、税
務
署
や
役
場
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、必
要
書
類

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
で
必
要
書
類
を
確
認

し
て
い
た
だ
き
、お
早
め
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。収
支
内
訳
書
や
医
療

費
の
明
細
書
等
の
用
紙
が
必
要
な
場

合
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
、ま
た
は
富
岡
税
務
署
か
役
場
窓

口
へ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。広
報
１
月
号

に
も
申
告
に
関
す
る
内
容
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

①
給
与
収
入
が
２
，０
０
０
万
円
を

超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え

る
人 

③
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
て
、年
末
調
整
が
さ
れ
な
か
っ
た

給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
と
の
合
計

額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

④
営
業・農
業・不
動
産
等
の
所
得
が

あ
っ
た
人

⑤
前
年
中
に
土
地
や
建
物
、株
式
な

ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
人

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
戻

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
購
入

し
た
人（
１
年
目
の
人
は
役
場
で
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、税
務
署
で
の
申

告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
が
あ
り
、年
の
中
途
で

退
職
し
、再
就
職
し
て
い
な
い
人

⑤
恩
給・年
金
か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
て
、各
種
控
除
の
あ
る
人
）

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

町
県
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

①
今
年
の
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）に

下
仁
田
町
に
お
住
ま
い
の
人
で
、前
年

中
に
所
得
の
あ
っ
た
人

②
前
年
中
の
所
得
が
な
く
、税
法
上

の
親
族
の
扶
養
と
な
って
い
な
い
人

③
町
県
民
税
に
お
い
て
年
末
調
整
し

た
控
除
以
外
の
控
除（
医
療
費
控
除

や
寄
付
金
控
除
な
ど
）を
受
け
よ
う

と
す
る
人

④
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０

０
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
年
金
以
外

の
所
得
が
20
万
円
に
満
た
な
い
人

　
次
の
人
は
町
県
民
税
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

に
提
出
し
た
人

②
収
入
が
給
与
の
み
で
、勤
務
先
か
ら

町
に「
給
与
支
払
報
告
書
」が
提
出

さ
れ
て
い
る
人（
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
の
有
無
は
勤
務
先
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、医
療

費
控
除
や
寄
附
金
控
除
な
ど
追
加
で

申
告
す
る
控
除
が
な
い
人

　
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以

下
で
そ
の
他
の
収
入
が
無
い
場
合
、申

告
は
不
要
で
す
が
、年
金
の
扶
養
親

族
等
申
告
書
の
回
答
で
、本
来
該
当

す
る
控
除
が
外
れ
て
い
る
場
合
、住
民

税
や
各
種
保
険
料
が
増
額
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。年
金
の
源
泉
徴
収
票

の
扶
養
や
本
人
情
報
の
欄
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
、追
加
す
る
控
除
が
あ
る

場
合
は
、申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
発
送
や
再
発

行
に
つ
い
て
は
、広
報
１
月
号
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
町
県
民
税
の
申
告
は
所
得
証
明
な

ど
の
税
証
明
、国
民
健
康
保
険
税・後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
、国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
、介
護
保
険

料
・
保
育
料
や
町
営
住
宅
家
賃
な
ど

の
算
定
資
料
に
な
り
ま
す
。遺
族
年
金

や
障
害
年
金
な
ど
の「
非
課
税
所
得
」

の
み
を
受
け
て
い
る
人
や
、前
年
中
に

全
く
所
得
が
な
か
っ
た
人
は
、申
告
書

の
提
出
が
な
い
と
所
得
の
有
無
が
判

断
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
収
入
の
な
い
申
告
を
す
る
場
合
、な

る
べ
く
郵
送
や
電
子（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ)

で

申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

○
確
定
申
告
に
つ
い
て

富
岡
税
務
署

☎
63―

２
２
３
５（
自
動
音
声
案
内

で「
２
」を
選
択
）

○
下
仁
田
町
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３（
直
通
）

公務員以外の支給対象者の方につきましては、令和７年１２月２６日に支払いが完了しております。

物価高騰の影響を強く受けている子育て世帯を力強く支援し、子どもたちの健やかな成長を応援する観点
から、物価高対応子育て応援手当を支給します。

1 ①物価高対応子育て応援手当事業①物価高対応子育て応援手当事業
支給対象者（児童手当受給者等）へ対象児童１人につき2万円支給します。

②子育て世帯支援事業【7,193千円】②子育て世帯支援事業【7,193千円】
国の物価高対応子育て応援手当に加え、町独自に２万円を上乗せ支給します。

物価高騰が続く中、食料品や生活用品等の購入支援を行い家庭負担の軽減を図り、住民生活の支援します。

4 商品券配布事業【94,976千円】商品券配布事業【94,976千円】
町民一人当たり、小規模店舗専用券10,000円分と共通券5,000円、合計１５,０００円分
を支給します。

　肥料や生産資材などの価格高騰で、影響を受けている農林業者に対して、事業継続に向けた安定生産の
下支えをするため、農林業に係る経費の一部を支援します。
　令和６年分の税申告した特定経費（肥料費、飼料費、農具費、農薬衛生費、諸材料費、動力光熱費）の合計金
額の10％（上限10万円　畜産業・蒟蒻・しいたけ農家は上限20万円）

5 農林業物価高騰対策支援事業【13,000千円】農林業物価高騰対策支援事業【13,000千円】
農業生産に必要な肥料や動力光熱費の10％をを補助します。

　町民・事業者等（公共機関施設を除く）の負担軽減を図ることを目的に、令和8年4月から11月検針分
までの8カ月分（検針4回分）の町営の上水道料金について基本料金及びメータ使用料を免除します。
　なお、今回の減免にかかる申請手続きは不要です。

6 水道料金支援事業【45,186千円】水道料金支援事業【45,186千円】
8か月分の水道基本料を免除します。

3 介護サービス事業所物価高騰対応臨時支援事業【3,102千円】介護サービス事業所物価高騰対応臨時支援事業【3,102千円】
物価高騰の影響を緩和し、安定したサービスの提供を支援します。

2 児童福祉施設・障害福祉施設支援事業【830千円』児童福祉施設・障害福祉施設支援事業【830千円』
高騰が続く光熱水費負担の軽減を図ることで、施設運営を支援します。

下仁田町の『物価高騰対策事業』を
お知らせします

物価高騰対策事業物価高騰対策事業

担当課からのご案内
　商品券の使用期限は令和8年4月1日から令和8年7月31日迄となります。（期限が切れた商品券はご
利用になれません。）令和8年3月頃から順次、世帯主様宛にご家族分の商品券が簡易書留で配送され
ます。使用出来る店舗については、商品券に同封されているチラシ裏面に記載されておりますので、ご
確認ください。

3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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■
所
得
税
の
申
告

■
収
入
の
申
告
が
無
い
場
合

■
町
県
民
税
の
申
告

■
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収
入
の
み
の
場
合

町
県
民
税
・
所
得
税
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申
告
に
つ
い
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〜
２
月
16
日（
月
）か
ら
３
月
16
日（
月
）ま
で
〜

　
令
和
７
年
中
の
所
得
に
関
す
る
申

告
相
談
が
今
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
間
中
、税
務
署
や
役
場
は
混

雑
が
予
想
さ
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ま
す
の
で
、必
要
書
類

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
で
必
要
書
類
を
確
認

し
て
い
た
だ
き
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早
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の
準
備
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お

願
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ま
す
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た
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役
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に
も
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告
に
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す
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内
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が
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れ
て
お
り
ま
す
の
で
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く
だ
さ

い
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

①
給
与
収
入
が
２
，０
０
０
万
円
を

超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
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所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
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が
20
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を
超
え

る
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給
与
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２
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所
以
上
か
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い
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が
さ
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っ
た

給
与
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収
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額
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給
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や
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職
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以
外
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の
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が
20
万
円
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え
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④
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⑤
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中
に
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の
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に
当
て
は
ま
る
人
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
戻

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
購
入

し
た
人（
１
年
目
の
人
は
役
場
で
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、税
務
署
で
の
申

告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
が
あ
り
、年
の
中
途
で

退
職
し
、再
就
職
し
て
い
な
い
人

⑤
恩
給・年
金
か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
て
、各
種
控
除
の
あ
る
人
）

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

町
県
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

①
今
年
の
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）に

下
仁
田
町
に
お
住
ま
い
の
人
で
、前
年

中
に
所
得
の
あ
っ
た
人

②
前
年
中
の
所
得
が
な
く
、税
法
上

の
親
族
の
扶
養
と
な
って
い
な
い
人

③
町
県
民
税
に
お
い
て
年
末
調
整
し

た
控
除
以
外
の
控
除（
医
療
費
控
除

や
寄
付
金
控
除
な
ど
）を
受
け
よ
う

と
す
る
人

④
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０

０
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
年
金
以
外

の
所
得
が
20
万
円
に
満
た
な
い
人

　
次
の
人
は
町
県
民
税
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

に
提
出
し
た
人

②
収
入
が
給
与
の
み
で
、勤
務
先
か
ら

町
に「
給
与
支
払
報
告
書
」が
提
出

さ
れ
て
い
る
人（
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
の
有
無
は
勤
務
先
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、医
療

費
控
除
や
寄
附
金
控
除
な
ど
追
加
で

申
告
す
る
控
除
が
な
い
人

　
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以

下
で
そ
の
他
の
収
入
が
無
い
場
合
、申

告
は
不
要
で
す
が
、年
金
の
扶
養
親

族
等
申
告
書
の
回
答
で
、本
来
該
当

す
る
控
除
が
外
れ
て
い
る
場
合
、住
民

税
や
各
種
保
険
料
が
増
額
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。年
金
の
源
泉
徴
収
票

の
扶
養
や
本
人
情
報
の
欄
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
、追
加
す
る
控
除
が
あ
る

場
合
は
、申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
発
送
や
再
発

行
に
つ
い
て
は
、広
報
１
月
号
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
町
県
民
税
の
申
告
は
所
得
証
明
な

ど
の
税
証
明
、国
民
健
康
保
険
税・後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
、国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
、介
護
保
険

料
・
保
育
料
や
町
営
住
宅
家
賃
な
ど

の
算
定
資
料
に
な
り
ま
す
。遺
族
年
金

や
障
害
年
金
な
ど
の「
非
課
税
所
得
」

の
み
を
受
け
て
い
る
人
や
、前
年
中
に

全
く
所
得
が
な
か
っ
た
人
は
、申
告
書

の
提
出
が
な
い
と
所
得
の
有
無
が
判

断
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
収
入
の
な
い
申
告
を
す
る
場
合
、な

る
べ
く
郵
送
や
電
子（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ)

で

申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

○
確
定
申
告
に
つ
い
て

富
岡
税
務
署

☎
63―

２
２
３
５（
自
動
音
声
案
内

で「
２
」を
選
択
）

○
下
仁
田
町
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３（
直
通
）

公務員以外の支給対象者の方につきましては、令和７年１２月２６日に支払いが完了しております。

物価高騰の影響を強く受けている子育て世帯を力強く支援し、子どもたちの健やかな成長を応援する観点
から、物価高対応子育て応援手当を支給します。

1 ①物価高対応子育て応援手当事業①物価高対応子育て応援手当事業
支給対象者（児童手当受給者等）へ対象児童１人につき2万円支給します。

②子育て世帯支援事業【7,193千円】②子育て世帯支援事業【7,193千円】
国の物価高対応子育て応援手当に加え、町独自に２万円を上乗せ支給します。

物価高騰が続く中、食料品や生活用品等の購入支援を行い家庭負担の軽減を図り、住民生活の支援します。

4 商品券配布事業【94,976千円】商品券配布事業【94,976千円】
町民一人当たり、小規模店舗専用券10,000円分と共通券5,000円、合計１５,０００円分
を支給します。

　肥料や生産資材などの価格高騰で、影響を受けている農林業者に対して、事業継続に向けた安定生産の
下支えをするため、農林業に係る経費の一部を支援します。
　令和６年分の税申告した特定経費（肥料費、飼料費、農具費、農薬衛生費、諸材料費、動力光熱費）の合計金
額の10％（上限10万円　畜産業・蒟蒻・しいたけ農家は上限20万円）

5 農林業物価高騰対策支援事業【13,000千円】農林業物価高騰対策支援事業【13,000千円】
農業生産に必要な肥料や動力光熱費の10％をを補助します。

　町民・事業者等（公共機関施設を除く）の負担軽減を図ることを目的に、令和8年4月から11月検針分
までの8カ月分（検針4回分）の町営の上水道料金について基本料金及びメータ使用料を免除します。
　なお、今回の減免にかかる申請手続きは不要です。

6 水道料金支援事業【45,186千円】水道料金支援事業【45,186千円】
8か月分の水道基本料を免除します。

3 介護サービス事業所物価高騰対応臨時支援事業【3,102千円】介護サービス事業所物価高騰対応臨時支援事業【3,102千円】
物価高騰の影響を緩和し、安定したサービスの提供を支援します。

2 児童福祉施設・障害福祉施設支援事業【830千円』児童福祉施設・障害福祉施設支援事業【830千円』
高騰が続く光熱水費負担の軽減を図ることで、施設運営を支援します。

下仁田町の『物価高騰対策事業』を
お知らせします

物価高騰対策事業物価高騰対策事業

担当課からのご案内
　商品券の使用期限は令和8年4月1日から令和8年7月31日迄となります。（期限が切れた商品券はご
利用になれません。）令和8年3月頃から順次、世帯主様宛にご家族分の商品券が簡易書留で配送され
ます。使用出来る店舗については、商品券に同封されているチラシ裏面に記載されておりますので、ご
確認ください。
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行政情報行政情報

※受付時間は、午前９時から午後３時３０分までです。※対象地区以外は申告の受付は出来ません。
※上記日程は、職員が会場に出向いておりますので、役場窓口での申告記載指導は出来ません。
※1月中旬以降に税務署からハガキ等（確定申告のお知らせ）が届いた方は、申告の際にご持参ください。
※富岡税務署での申告の日程については、広報１月号をご確認ください。

対　象　地　区 申　告　会　場日　程 地　区
青倉全地区
中小坂・大平・東野牧
下小坂・大坂・上小坂
本宿・横間・南野牧
西野牧・矢川・市野萱
大東・田城・山際
中央（田城・山際除く）・小川
蒔田・城西・緑ヶ丘
下町・仲町・上町・旭町
東町・川井・吉崎・栗山

16日（月）
17日（火）
18日（水）
19日（木）
20日（金）
24日（火）
25日（水）
26日（木）
27日（金）

2日（月）
3日（火）
4日（水）
5日（木）
6日（金）
9日（月）

10日（火）
11日（水）
12日（木）
13日（金）
16日（月）

小坂

西牧

青倉

馬山

下仁田

２月

３月

受付時間：午前９時0０分から午後3時30分まで2月16日（月）～3月16日（月）申告相談日程表

下仁田町役場南庁舎２階
（旧諸星建設）

全ての地区の方

下仁田町役場

駐車場

駐車場
1階入り口

駐車場

★南庁舎２階

★南庁舎２階 2階入り口2階入り口

23日（月）は
振替休日です。

スマホ教室 ２月開催の受講者募集について

２月２０日（金）交流防災ステーション（道の駅隣）
①　９：３０～１０：３０　　「スマホ初心者向け講座」
②１１：００～１２：００　　「スマホ中級者向け講座」
③１３：３０～１４：３０　　「スマホ初心者向け講座」
④１５：００～１６：００　　「始めよう！防災の備え」

開催日／開催場所

開催時間・内容
（１日４回開催）
※各回定員３名まで

【2月の開催内容】

※ご予約のない方でも、相談を受け付けます。（予約者を優先させていただきます）

スマホ教室予約専用窓口０８００－１１１－９４４２（通話料無料）

●ご予約・キャンセル以外の問い合わせ先　企画課地域創生係　☎82-2111（内線513）

□町県民税申告書（役場から送付された人）
□「確定申告のお知らせ」のハガキ（税務署から送付された人）
□①マイナンバーカード、または通知カードかマイナンバーの入った住民票の写し
　②通知カードか住民票の場合、顔写真付きのご本人確認書類（運転免許証等）
□令和7年中の給与・公的年金等の源泉徴収票や報酬等の支払調書の原本 【※１】
□営業・農業・不動産所得がある場合、収支内訳書など収入金額と必要経費がわ

かる書類 【※2】
□土地・建物・株式等の配当譲渡等がある場合、買取証明など収入金額と必要経

費がわかる書類 【※3】
□年末調整した保険料から追加がある場合、国民健康保険、介護保険、後期高齢

者医療保険、国民年金保険、生命保険、地震保険、その他社会保険等の支払額
が分かる証明書

□雑損控除や寄附金控除、障害者控除がある場合、それを証明する証明書や手帳等
□医療費控除がある場合、医療保険者が発行する医療費通知（医療費のお知らせ）
　または医療費控除の明細書 【※４】
□申告者本人名義の還付先の預貯金口座の分かるもの

必
要
書
類
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト

※次ページに
　申告相談日程表あり

ご
自
身
の
申
告
に
当
て
は
ま
る
項
目
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

〇
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
制
度
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
概
ね
２
週
間
以
内
に
、
国
民

年
金
制
度
の
案
内
と
納
付
書
が
日
本
年
金
機
構
よ
り

送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
は

別
途
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
た
方
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
給

し
て
い
る
（
し
て
い
た
）
方
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
口
座
振
替
納
付
に
よ
る
割
引
制
度

　
通
常
、
当
月
分
の
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限

で
す
が
、
口
座
振
替
に
よ
り
当
月
分
の
保
険
料
を
当

月
末
に
納
付
す
る
早
割
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保
険

料
が
60
円
引
き
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
を
２

年
・
１
年
・
６
カ
月
分
を
一
括
し
て
納
め
る
前
納
制

度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
さ
ら
に
割
引
額
が
大
き

く
な
り
、
お
得
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〇
納
付
が
困
難
な
場
合
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

　
収
入
等
が
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
っ
て
納
付
が
免
除
・
納
付
猶
予
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
で
あ
る
期
間
は

学
生
納
付
特
例
と
い
う
制
度
に
よ
り
納
付
が
免
除
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
制
度
へ

※１　少額のものでも必ず全てお持ちください。紛失またはお持ちでない場合、発行元に再発
　　　行を依頼してください。
※２　事前に収入や経費を、種類ごとに計算してください。
※３　お時間を要しますので、富岡税務署で申告してください。
　　（相談日は指定されています。詳細は広報1月号をご確認ください。）
※４　通知や明細書がある場合、領収書は不要です。どちらもない場合、必ず事前に領収書を
　　『個人別・病院別』に分け、それぞれの金額を集計しておいてください。
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行政情報行政情報

※受付時間は、午前９時から午後３時３０分までです。※対象地区以外は申告の受付は出来ません。
※上記日程は、職員が会場に出向いておりますので、役場窓口での申告記載指導は出来ません。
※1月中旬以降に税務署からハガキ等（確定申告のお知らせ）が届いた方は、申告の際にご持参ください。
※富岡税務署での申告の日程については、広報１月号をご確認ください。

対　象　地　区 申　告　会　場日　程 地　区
青倉全地区
中小坂・大平・東野牧
下小坂・大坂・上小坂
本宿・横間・南野牧
西野牧・矢川・市野萱
大東・田城・山際
中央（田城・山際除く）・小川
蒔田・城西・緑ヶ丘
下町・仲町・上町・旭町
東町・川井・吉崎・栗山

16日（月）
17日（火）
18日（水）
19日（木）
20日（金）
24日（火）
25日（水）
26日（木）
27日（金）

2日（月）
3日（火）
4日（水）
5日（木）
6日（金）
9日（月）

10日（火）
11日（水）
12日（木）
13日（金）
16日（月）

小坂

西牧

青倉

馬山

下仁田

２月

３月

受付時間：午前９時0０分から午後3時30分まで2月16日（月）～3月16日（月）申告相談日程表

下仁田町役場南庁舎２階
（旧諸星建設）

全ての地区の方

下仁田町役場

駐車場

駐車場
1階入り口

駐車場

★南庁舎２階

★南庁舎２階 2階入り口2階入り口

23日（月）は
振替休日です。

スマホ教室 ２月開催の受講者募集について

２月２０日（金）交流防災ステーション（道の駅隣）
①　９：３０～１０：３０　　「スマホ初心者向け講座」
②１１：００～１２：００　　「スマホ中級者向け講座」
③１３：３０～１４：３０　　「スマホ初心者向け講座」
④１５：００～１６：００　　「始めよう！防災の備え」

開催日／開催場所

開催時間・内容
（１日４回開催）
※各回定員３名まで

【2月の開催内容】

※ご予約のない方でも、相談を受け付けます。（予約者を優先させていただきます）

スマホ教室予約専用窓口０８００－１１１－９４４２（通話料無料）

●ご予約・キャンセル以外の問い合わせ先　企画課地域創生係　☎82-2111（内線513）

□町県民税申告書（役場から送付された人）
□「確定申告のお知らせ」のハガキ（税務署から送付された人）
□①マイナンバーカード、または通知カードかマイナンバーの入った住民票の写し
　②通知カードか住民票の場合、顔写真付きのご本人確認書類（運転免許証等）
□令和7年中の給与・公的年金等の源泉徴収票や報酬等の支払調書の原本 【※１】
□営業・農業・不動産所得がある場合、収支内訳書など収入金額と必要経費がわ

かる書類 【※2】
□土地・建物・株式等の配当譲渡等がある場合、買取証明など収入金額と必要経

費がわかる書類 【※3】
□年末調整した保険料から追加がある場合、国民健康保険、介護保険、後期高齢

者医療保険、国民年金保険、生命保険、地震保険、その他社会保険等の支払額
が分かる証明書

□雑損控除や寄附金控除、障害者控除がある場合、それを証明する証明書や手帳等
□医療費控除がある場合、医療保険者が発行する医療費通知（医療費のお知らせ）
　または医療費控除の明細書 【※４】
□申告者本人名義の還付先の預貯金口座の分かるもの

必
要
書
類
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト

※次ページに
　申告相談日程表あり

ご
自
身
の
申
告
に
当
て
は
ま
る
項
目
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

〇
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
制
度
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
概
ね
２
週
間
以
内
に
、
国
民

年
金
制
度
の
案
内
と
納
付
書
が
日
本
年
金
機
構
よ
り

送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
は

別
途
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
た
方
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
給

し
て
い
る
（
し
て
い
た
）
方
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
口
座
振
替
納
付
に
よ
る
割
引
制
度

　
通
常
、
当
月
分
の
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限

で
す
が
、
口
座
振
替
に
よ
り
当
月
分
の
保
険
料
を
当

月
末
に
納
付
す
る
早
割
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保
険

料
が
60
円
引
き
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
を
２

年
・
１
年
・
６
カ
月
分
を
一
括
し
て
納
め
る
前
納
制

度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
さ
ら
に
割
引
額
が
大
き

く
な
り
、
お
得
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〇
納
付
が
困
難
な
場
合
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

　
収
入
等
が
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
っ
て
納
付
が
免
除
・
納
付
猶
予
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
で
あ
る
期
間
は

学
生
納
付
特
例
と
い
う
制
度
に
よ
り
納
付
が
免
除
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
制
度
へ

※１　少額のものでも必ず全てお持ちください。紛失またはお持ちでない場合、発行元に再発
　　　行を依頼してください。
※２　事前に収入や経費を、種類ごとに計算してください。
※３　お時間を要しますので、富岡税務署で申告してください。
　　（相談日は指定されています。詳細は広報1月号をご確認ください。）
※４　通知や明細書がある場合、領収書は不要です。どちらもない場合、必ず事前に領収書を
　　『個人別・病院別』に分け、それぞれの金額を集計しておいてください。

5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
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令和７年分確定申告について

●問い合わせ先　富岡税務署（☎63-2235）※自動音声案内で２番を選択

税務署からのお知らせ

　スマホとマイナンバーカードを使って、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」から自宅で申
告書を作成・提出（送信）できます。
　なお、マイナポータルとｅ－Ｔａｘを連携（マイナポータル連携）すると、確定申告書の該当項目が自動入力
されるので、医療費通知情報や寄附金受領証明書などを１件ずつ入力する必要がなく、書類の提出保存も
不要となり便利です。
　また、給与所得や公的年金等の源泉徴収票なども自動入力の対象になります。
マイナポータル連携をご利用になるには事前準備が必要となりますので、お早めの準備をお願いします。

　スマホのマイナンバーカードを利用することで、マイナンバーカードをスマホで読み取らなくても、申告
書の作成・ｅ－Ｔａｘ送信ができます。
　Ａｎｄｒｏｉｄではすでに利用可能となっていますが、ｉＰｈｏｎｅにおいても「ｉＰｈｏｎｅのマイナンバーカード」を
利用することで、本人認証時の手間がかからず、よりスムーズに申告いただくことができます。
なお、利用者証明用電子証明書に設定したパスワード（数字４桁）を入力する代わりに、スマホの生体認証機
能等を利用できます（機種によって異なります。）。
　Ａｎｄｒｏｉｄでは、令和７年１月からスマホ用電子証明書を利用することで申告書の作成・ｅ－Ｔａｘ送信が利
用可能です。
※１　利用には、マイナポータルアプリを使って、マイナンバーカードをｉＰｈｏｎｅに追加する必要があります。
※２　ｉＰｈｏｎｅの名称は米国及び他の国々で登録されたＡｐｐｌｅ ｉｎｃ．の商標です。
　　  ｉＰｈｏｎｅの商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
※３　Ａｎｄｒｏｉｄの名称はＧｏｏｇｌｅ　ＬＬＣの商標または登録商標です。

　有効期限を過ぎた場合、マイナンバーカードを使ったｅ－Ｔａｘ手続などのご利用ができません。特に、確
定申告期は、更新窓口（市区町村）の混雑が予想されますので、お早めに更新手続をお願いします。有効期
限や更新手続等の詳細は、デジタル庁ホームページをご確認ください。　

1 マイナンバーカードで簡単スマホ申告！もっとつながる！もっと便利に！

2 スマホのマイナンバーカードの利用で、確定申告がもっと便利に！

3 マイナンバーカード及び電子証明書の有効期限にご注意ください

デジタル庁ホームページ マイナポータル連携 確定申告等作成コーナー

≪e-taxキャラクター≫
イータ君

　
令
和
８
年
度
分
（
令
和
７
年
中

の
所
得
に
対
す
る
申
告
）
の
町
県

民
税
に
つ
い
て
、
電
子
申
告
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ

れ
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
窓
口
に
来
庁
す

る
こ
と
な
く
申
告
手
続
き
が
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。電
子
申
告
の
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
暗
証
番
号
な
ど
が
必
要

で
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
町
県
民
税（
個
人
住
民
税
）申
告

の
電
子
化
に
つ
い
て

https://w
w

w
.eltax.lta.go.jp/

new
s/12336

●
電
子
申
告
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は
パ
ソ
コ
ン

※
パ
ソ
コ
ン
利
用
の
場
合
は
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ

・
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
暗

　
証
番
号（
数
字
４
桁
）

・
署
名
用
電
子
証
明
書
暗
証
番
号

　（
英
数
字
６
〜
16
桁
）

町
県
民
税（
個
人
住
民
税
）の

電
子
申
告
が
始
ま
り
ま
す・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
申
告
受
付
完

　
了
の
お
知
ら
せ
等
の
受
信
に
必

　
要
で
す
）

・
収
入
や
控
除
額
が
分
か
る
書
類

　（
例
：
源
泉
徴
収
票
、
各
種
保
険

　
料
控
除
証
明
書
、
医
療
費
控
除

　
関
連
書
類
　
な
ど
）

●
電
子
申
告
で
で
き
る
こ
と（
例
）

収
入
の
申
告（
給
与
・
年
金
、営
業
等
）

各
種
控
除
の
申
告（
社
会
保
険
料
・

生
命
保
険
料
・
医
療
費
・
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）・
扶
養
控
除
等
）

所
得
が
な
い
場
合
の
申
告
（
非
課

税
申
告
が
必
要
な
方
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
電
子
申
告
に
関
す
る
こ
と
は
左

記
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ：
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム

○
問
い
合
わ
せ
窓
口

https://w
w

w
.eltax.lta.go.jp/

support/otoiaw
ase/helpdesk/

2
月

「
シ
ニ
ア
の
居
場
所
」

●
場
所
　ピ
ザ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
（
大
字
下
仁

田
３
２
７
番
地
）

●
期
日
　２
月
24
日（
火
）

※
毎
月
第
4
火
曜
日
に
実
施

●
時
間
　午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
対
象
者

町
民
な
ら
ど
な
た
で
も
・
定
員
20
名

●
内
容
　茶
話
会 

他

●
参
加
方
法
　申
込
不
要
。

直
接
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費

５
０
０
円（
お
茶
代
他
）

●
問
い
合
わ
せ
先

ピ
ザ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

☎
67
―
７
２
２
５

●
特
典
　シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
活
動

で
す
。65
歳
未
満
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。　

下仁田町公式 SNSについて 電子申請について

●下仁田町
公式Facebookページ
https://www.facebook.
com/shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町
公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/
shimonita_town
アカウント名:
@shimonita_town

●下仁田町
LINEアカウント
@shimonita

インターネット上で町の手続き
の一部が申請できます。
●URL
https://www.town.
shimonita.lg.jp/
m06/m06/m20/
index.html

7 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 6広
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令和７年分確定申告について

●問い合わせ先　富岡税務署（☎63-2235）※自動音声案内で２番を選択

税務署からのお知らせ

　スマホとマイナンバーカードを使って、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」から自宅で申
告書を作成・提出（送信）できます。
　なお、マイナポータルとｅ－Ｔａｘを連携（マイナポータル連携）すると、確定申告書の該当項目が自動入力
されるので、医療費通知情報や寄附金受領証明書などを１件ずつ入力する必要がなく、書類の提出保存も
不要となり便利です。
　また、給与所得や公的年金等の源泉徴収票なども自動入力の対象になります。
マイナポータル連携をご利用になるには事前準備が必要となりますので、お早めの準備をお願いします。

　スマホのマイナンバーカードを利用することで、マイナンバーカードをスマホで読み取らなくても、申告
書の作成・ｅ－Ｔａｘ送信ができます。
　Ａｎｄｒｏｉｄではすでに利用可能となっていますが、ｉＰｈｏｎｅにおいても「ｉＰｈｏｎｅのマイナンバーカード」を
利用することで、本人認証時の手間がかからず、よりスムーズに申告いただくことができます。
なお、利用者証明用電子証明書に設定したパスワード（数字４桁）を入力する代わりに、スマホの生体認証機
能等を利用できます（機種によって異なります。）。
　Ａｎｄｒｏｉｄでは、令和７年１月からスマホ用電子証明書を利用することで申告書の作成・ｅ－Ｔａｘ送信が利
用可能です。
※１　利用には、マイナポータルアプリを使って、マイナンバーカードをｉＰｈｏｎｅに追加する必要があります。
※２　ｉＰｈｏｎｅの名称は米国及び他の国々で登録されたＡｐｐｌｅ ｉｎｃ．の商標です。
　　  ｉＰｈｏｎｅの商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
※３　Ａｎｄｒｏｉｄの名称はＧｏｏｇｌｅ　ＬＬＣの商標または登録商標です。

　有効期限を過ぎた場合、マイナンバーカードを使ったｅ－Ｔａｘ手続などのご利用ができません。特に、確
定申告期は、更新窓口（市区町村）の混雑が予想されますので、お早めに更新手続をお願いします。有効期
限や更新手続等の詳細は、デジタル庁ホームページをご確認ください。　

1 マイナンバーカードで簡単スマホ申告！もっとつながる！もっと便利に！

2 スマホのマイナンバーカードの利用で、確定申告がもっと便利に！

3 マイナンバーカード及び電子証明書の有効期限にご注意ください

デジタル庁ホームページ マイナポータル連携 確定申告等作成コーナー

≪e-taxキャラクター≫
イータ君

　
令
和
８
年
度
分
（
令
和
７
年
中

の
所
得
に
対
す
る
申
告
）
の
町
県

民
税
に
つ
い
て
、
電
子
申
告
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ

れ
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
窓
口
に
来
庁
す

る
こ
と
な
く
申
告
手
続
き
が
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。電
子
申
告
の
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
暗
証
番
号
な
ど
が
必
要

で
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
町
県
民
税（
個
人
住
民
税
）申
告

の
電
子
化
に
つ
い
て

https://w
w

w
.eltax.lta.go.jp/

new
s/12336

●
電
子
申
告
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は
パ
ソ
コ
ン

※
パ
ソ
コ
ン
利
用
の
場
合
は
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ

・
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
暗

　
証
番
号（
数
字
４
桁
）

・
署
名
用
電
子
証
明
書
暗
証
番
号

　（
英
数
字
６
〜
16
桁
）

町
県
民
税（
個
人
住
民
税
）の

電
子
申
告
が
始
ま
り
ま
す・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
申
告
受
付
完

　
了
の
お
知
ら
せ
等
の
受
信
に
必

　
要
で
す
）

・
収
入
や
控
除
額
が
分
か
る
書
類

　（
例
：
源
泉
徴
収
票
、
各
種
保
険

　
料
控
除
証
明
書
、
医
療
費
控
除

　
関
連
書
類
　
な
ど
）

●
電
子
申
告
で
で
き
る
こ
と（
例
）

収
入
の
申
告（
給
与
・
年
金
、営
業
等
）

各
種
控
除
の
申
告（
社
会
保
険
料
・

生
命
保
険
料
・
医
療
費
・
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）・
扶
養
控
除
等
）

所
得
が
な
い
場
合
の
申
告
（
非
課

税
申
告
が
必
要
な
方
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
電
子
申
告
に
関
す
る
こ
と
は
左

記
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ：
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム

○
問
い
合
わ
せ
窓
口

https://w
w

w
.eltax.lta.go.jp/

support/otoiaw
ase/helpdesk/

2
月

「
シ
ニ
ア
の
居
場
所
」

●
場
所
　ピ
ザ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
（
大
字
下
仁

田
３
２
７
番
地
）

●
期
日
　２
月
24
日（
火
）

※
毎
月
第
4
火
曜
日
に
実
施

●
時
間
　午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
対
象
者

町
民
な
ら
ど
な
た
で
も
・
定
員
20
名

●
内
容
　茶
話
会 

他

●
参
加
方
法
　申
込
不
要
。

直
接
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費

５
０
０
円（
お
茶
代
他
）

●
問
い
合
わ
せ
先

ピ
ザ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

☎
67
―
７
２
２
５

●
特
典
　シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
活
動

で
す
。65
歳
未
満
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。　

下仁田町公式 SNSについて 電子申請について

●下仁田町
公式Facebookページ
https://www.facebook.
com/shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町
公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/
shimonita_town
アカウント名:
@shimonita_town

●下仁田町
LINEアカウント
@shimonita

インターネット上で町の手続き
の一部が申請できます。
●URL
https://www.town.
shimonita.lg.jp/
m06/m06/m20/
index.html
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１
月
５
日
、
役
場
庁
舎
２
階
で

恒
例
の
互
礼
会
を
開
催
し
、
町
関

係
者
の
賀
詞
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
出
席
者
１
２
０
名
の
も
と
、
公

職
と
し
て
長
年
の
功
績
が
あ
っ
た

方
へ
功
労
者
表
彰
、ま
た
、多
額
の

浄
財
を
寄
付
さ
れ
た
方
へ
善
行
者

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
功
労
者
表
彰

　
原
　
秀
男
　
様

　（
前
下
仁
田
町
長
）

　
小
井
圡
　
義
治
　
様

　（
前
消
防
団
長
）

　
茂
木
　
芳
明
　
様

　（
前
下
仁
田
町
消
防
団
第
１
分
団
長
）

●
善
行
者
表
彰

　（
金
１
０
０
万
円
以
上
の
寄
付
）

○
東
海
ガ
ス（
株
）

　
代
表
取
締
役

　
丸
山
　
一
洋
様

○（
株
）こ
も
れ
び

　
代
表
取
締
役
社
長

　
小
井
土
　
匡
彦
　
様

○（
株
）シ
ス
テ
ッ
ク

　
代
表
取
締
役
社
長

　
小
井
土
　
匡
彦
　
様

○（
株
）浜
田
屋

　
代
表
取
締
役
社
長

　
吉
崎
　
裕
　
様

2
0
2
6
新
春「
新
年
互
礼
会
」

功
労
者
・
善
行
者
表
彰

○（
株
）プ
リ
マ
ベ
ー
ラ

　
代
表
取
締
役
社
長

　
新
井
　
英
雄
　
様

　
そ
の
ほ
か
、非
公
表
１
名

●
町
活
性
化
大
賞

　
下
仁
田
町
頭
脳
活
性
化
ク
ラ
ブ

2月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保 育 園
会 場
実 施 日
時 間
対 象 児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

2月19日（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青 倉 保 育 園 　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

2月10日（火）
午前１０時～１1時30分

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
金
制
度
」と
は

　
高
校
生
・
大
学
生
等
を
育
て
る

保
護
者
様
が
制
度
独
自
の
低
金
利

な
奨
学
ロ
ー
ン
を
借
り
入
れ
、
返

済
す
る
際
に
、
元
金
と
利
息
の
相

当
額
（
最
大
で
ロ
ー
ン
返
済
額
全

額
）を
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
将
来
子
ど
も
た
ち

が
町
へ
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待

す
る
定
住
促
進
策
で
あ
り
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
た
ち
が
勉
学
に
励

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
制
度
の

令
和
8
年
度
利
用
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

む
こ
と
を
応
援
す
る
制
度
で
す
。

 

制
度
の
詳
細

●
制
度
を
利
用
で
き
る
方

　
高
校
生
・
大
学
生
等
を
育
て
る

保
護
者
等
で
、
町
に
住
所
が
あ
り
、

実
際
に
住
ん
で
い
る
方

※
子
ど
も
の
年
齢
や
学
校
の
種
類

等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

 

制
度
の
利
用
手
続
き

●
新
規
で
制
度
を
利
用
す
る
場
合

①
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り

　電
子
申
請
を
行
う

※

電
子
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※

電
子
申
請
で
き
な
い
場
合
は
、

別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
必
要
書
類
》

子
ど
も
の
入
学・在
学
が
確
認

で
き
る
書
類（
写
）

②
連
携
金
融
機
関
で

　奨
学
ロ
ー
ン
を
申
し
込
む

《
必
要
書
類
》

①
で
申
請
後
、町
か
ら
届
い
た

受
領
印
が
押
さ
れ
た
申
請
書

（
写
）、そ
の
ほ
か
の
必
要
書
類

は
連
携
金
融
機
関
ご
と
に
異
な

り
ま
す
。

③
企
画
課
に
奨
学
ロ
ー
ン
の

　契
約
書（
写
）を
提
出
す
る

※
入
学
時
に
限
ら
ず
、年
度
の
途
中

か
ら
も
制
度
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

●
補
助
金
の
交
付
申
請
を
す
る
場
合

　
補
助
金
の
交
付
対
象
者
に
は
、

企
画
課
か
ら
通
知
を
送
付
し
ま

す
。
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
が
令
和
８
年
３
月
に
卒

　
業
予
定
（
進
学
ま
た
は
就
職
）

　
３
月
上
旬
に
通
知
を
送
付
し
ま

　
す
。
登
録
内
容
の
変
更
手
続
き

　
も
必
要
で
す
。

○
子
ど
も
が
就
労
し
て
い
る
か
、

　
主
婦
（
主
夫
）
の
場
合

　
３
月
下
旬
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64
―
８
８
０
９

【
連
携
金
融
機
関
】

群
馬
銀
行
下
仁
田
支
店

☎
82
―
２
２
２
１

し
の
の
め
信
用
金
庫
下
仁
田
支
店

☎
82
―
２
２
５
５

群
馬
県
信
用
組
合
下
仁
田
支
店
　

☎
82
―
３
３
１
１

　本制度は個人や企業のみなさまから
のご寄付を基金に積み立てて、財源とし
ています。下仁田町の子どもたちのた
め、制度が長期にわたり安定して運営で
きるよう、ご協力をお願いいたします。
※町外の個人・企業様は、ふるさと納税
制度・企業版ふるさと納税制度の税
額控除が適用となります。
●問い合わせ先
企画課地域創生係　☎６４－８８０９

奨学金制度に対するご寄付のお願い

「ねぎとこんにゃく下仁田奨学ローン」と補助金について
奨学ローン

補助金

貸付額

貸付利率

貸付期間

年 1.65％～ 1.9％（変動金利）
※金融機関によって異なります。

在学期間終了まで
返済期間

子どもの在学中
利息を返済

子どもの卒業後
元金及び利息を返済
（10年間均等返済）

子どもの在学中 子どもの卒業後

高校生・予備校生
30,000 円 /月

短大生・大学生
専門学校生等
50,000 円 /月

返済した利息相当額を全
額補助（卒業時に申請）

町内在住や就労等の条件
を満たせば、１年ごとに返
済した元金と利息相当額
を全額補助

（申請用）

下仁田町HP
（制度概要）
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、
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の
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が
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ま
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出
席
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１
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の
も
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公

職
と
し
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長
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の
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が
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へ
功
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表
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、多
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の

浄
財
を
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た
方
へ
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者

表
彰
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た
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功
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者
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彰

　
原
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前
下
仁
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長
）

　
小
井
圡
　
義
治
　
様
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前
消
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団
長
）

　
茂
木
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明
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前
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仁
田
町
消
防
団
第
１
分
団
長
）

●
善
行
者
表
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万
円
以
上
の
寄
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）

○
東
海
ガ
ス（
株
）

　
代
表
取
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役

　
丸
山
　
一
洋
様

○（
株
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も
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び

　
代
表
取
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役
社
長

　
小
井
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匡
彦
　
様

○（
株
）シ
ス
テ
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代
表
取
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長

　
小
井
土
　
匡
彦
　
様

○（
株
）浜
田
屋

　
代
表
取
締
役
社
長

　
吉
崎
　
裕
　
様

2
0
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6
新
春「
新
年
互
礼
会
」

功
労
者
・
善
行
者
表
彰

○（
株
）プ
リ
マ
ベ
ー
ラ

　
代
表
取
締
役
社
長

　
新
井
　
英
雄
　
様

　
そ
の
ほ
か
、非
公
表
１
名

●
町
活
性
化
大
賞

　
下
仁
田
町
頭
脳
活
性
化
ク
ラ
ブ

2月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保 育 園
会 場
実 施 日
時 間
対 象 児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

2月19日（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青 倉 保 育 園 　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）
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の

集
い
の
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場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

2月10日（火）
午前１０時～１1時30分
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ね
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金
制
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大
学
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で
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返
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て
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、
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齢
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ま
す
。
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利
用
手
続
き

●
新
規
で
制
度
を
利
用
す
る
場
合

①
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り

　電
子
申
請
を
行
う

※

電
子
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※

電
子
申
請
で
き
な
い
場
合
は
、

別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
必
要
書
類
》

子
ど
も
の
入
学・在
学
が
確
認

で
き
る
書
類（
写
）

②
連
携
金
融
機
関
で

　奨
学
ロ
ー
ン
を
申
し
込
む

《
必
要
書
類
》

①
で
申
請
後
、町
か
ら
届
い
た

受
領
印
が
押
さ
れ
た
申
請
書

（
写
）、そ
の
ほ
か
の
必
要
書
類

は
連
携
金
融
機
関
ご
と
に
異
な

り
ま
す
。

③
企
画
課
に
奨
学
ロ
ー
ン
の

　契
約
書（
写
）を
提
出
す
る

※

入
学
時
に
限
ら
ず
、年
度
の
途
中

か
ら
も
制
度
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

●
補
助
金
の
交
付
申
請
を
す
る
場
合

　
補
助
金
の
交
付
対
象
者
に
は
、

企
画
課
か
ら
通
知
を
送
付
し
ま

す
。
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
が
令
和
８
年
３
月
に
卒

　
業
予
定
（
進
学
ま
た
は
就
職
）

　
３
月
上
旬
に
通
知
を
送
付
し
ま

　
す
。
登
録
内
容
の
変
更
手
続
き

　
も
必
要
で
す
。

○
子
ど
も
が
就
労
し
て
い
る
か
、

　
主
婦
（
主
夫
）
の
場
合

　
３
月
下
旬
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64
―
８
８
０
９

【
連
携
金
融
機
関
】

群
馬
銀
行
下
仁
田
支
店

☎
82
―
２
２
２
１

し
の
の
め
信
用
金
庫
下
仁
田
支
店

☎
82
―
２
２
５
５

群
馬
県
信
用
組
合
下
仁
田
支
店
　

☎
82
―
３
３
１
１

　本制度は個人や企業のみなさまから
のご寄付を基金に積み立てて、財源とし
ています。下仁田町の子どもたちのた
め、制度が長期にわたり安定して運営で
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制度・企業版ふるさと納税制度の税
額控除が適用となります。
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企画課地域創生係　☎６４－８８０９

奨学金制度に対するご寄付のお願い

「ねぎとこんにゃく下仁田奨学ローン」と補助金について
奨学ローン

補助金

貸付額

貸付利率

貸付期間

年 1.65％～ 1.9％（変動金利）
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子どもの在学中 子どもの卒業後

高校生・予備校生
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返済した利息相当額を全
額補助（卒業時に申請）
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を満たせば、１年ごとに返
済した元金と利息相当額
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下仁田町HP
（制度概要）

9 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 8広
報しもにた



行政情報行政情報

人権ポスターコンテスト
入賞
人権ポスターコンテスト
入賞

賞

下仁田町長賞

下仁田町教育長賞

学 校 名

下仁田小学校

下仁田小学校

作 品 名

とめて　つなぐ

いじめを　やめよう

氏 名

松本　隆成 さん

荻野　莉央 さん

　富岡甘楽地域の小学5年生を対象に行われた「令和7年度第
22回人権ポスターコンテスト」において、下仁田町では下記の方
が入賞されました。おめでとうございます。

松本　隆成 さん

まつもと りゅうせい

おぎの りお

荻野　莉央 さん

人権作文コンテスト
　　 群馬県大会入賞
人権作文コンテスト
　　 群馬県大会入賞

群馬県人権擁護
委員連合会長賞

下仁田中学校
3年

下仁田中学校
3年NHK前橋放送局長賞

賞 学 校 名 作 品 名

人間でいられる未来へ

一人の勇気が

氏 名

岩井　ひなた さん

小金澤　珠音 さん

群馬県内の中学生を対象に行われた「令和7年度第44回全国
中学生人権作文コンテスト群馬県大会」において、応募校数101
校、5,441名の中から16名が入賞し、下仁田中学校から2名の生
徒が入賞するという快挙を成し遂げました。おめでとうございます。

下仁田町民生児童委員
　紹介の訂正とお詫び
下仁田町民生児童委員
　紹介の訂正とお詫び

広報しもにた１月号に掲載いたしました「民生児童委員一覧」に
つきまして、担当地域に誤りがございました。
お詫びして訂正いたします。
●問い合わせ先　福祉課福祉係　☎64─8803

いわい

こがねざわ じゅね

26
27

【誤】 【正】
南野牧４区
南野牧５区

小金澤　光子
並木　里恵子

26
27

南野牧４区
南野牧５区

並木　里恵子
小金澤　光子

　
２
月
16
日（
月
）か
ら
小
中
学
校

の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線
下

り
便
の
午
後
４
時
以
降
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
時
間（
平
日
）が
変
更

に
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時
刻
表

を
よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が

優
先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の
変
更
の

お
知
ら
せ

●
変
更
期
間

２
月
16
日（
月
）〜
10
月
15
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
先

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
学
校
教
育
係

☎
67
―
７
６
１
９

○
し
も
に
た
バ
ス

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64
―
８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社
下
仁
田

営
業
所
　
☎
82
―
２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
☎
82
―
５
０
３
８

　
新
車
購
入
に
伴
い
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
入
札
方
式
で
売
却
し
ま

す
。

●
車
両
情
報

・
日
野
　
リ
エ
ッ
セ
Ⅱ

・
排
気
量
　
４
．０
０
Ｌ

・
年
式
　
平
成
20
年
１
月（
車
検
満

了
日
：
令
和
８
年
１
月
29
日
）

・
走
行
距
離
　
３
８
８
，６
９
２
ｋ

ｍ（
メ
ー
タ
ー
交
換
済
）

●
売
却
方
式
　
入
札
方
式

●
最
低
売
却
価
格

５
０
０
，０
０
０
円（
税
込
）

●
見
学
期
間

令
和
８
年
２
月
２
日（
月
）〜

２
月
６
日（
金
）

※
見
学
の
際
に
は
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
前
日
ま
で
に
事
前
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
書（
入
札
書
）提
出
期
限
　

令
和
８
年
２
月
13
日（
金
）午
後
５

時
ま
で

●
入
札
書
　
教
育
委
員
会
事
務
局

に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

●
主
な
注
意
点

・
各
所
に
不
具
合
の
あ
る
車
両
に

な
り
ま
す
。

・
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
や
文
字
は
落

札
者
が
削
除
し
て
く
だ
さ
い
。

・
修
理
や
名
義
変
更
等
に
係
る
費

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
売
却
に
つ
い
て

用
は
落
札
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
学
校
教
育
係

☎
67
―
７
６
１
９

ウエルシア下仁田店

大井田薬局下仁田本店

下仁田調剤薬局

※夜間（午後７時まで）薬局と連絡を取りたい場
合、休日は当番薬局へ、平日は「かかりつけ薬局」
へお願いします。
・下仁田厚生病院　　　 　☎８２─３５５５
・公立富岡総合病院　　 　☎６３─２１１１
・医師会休日診療所　　 　☎６４─１９３９
・口腔保健センター　　 　☎６２─１７０６
・公立七日市病院　　　 　☎６２─５１００
・ウエルシア下仁田店　 　☎６０─３８８６
　　　　　　　　　　　 　℻６０─３８８７
・大井田薬局下仁田本店　 ☎８２─３２２７
　　　　　　　　　　　　 ℻８２─３４７５
・下仁田調剤薬局　　　     ☎７０─３５３５
　　　　　　　　　　　     ℻７０─３５３６

薬剤師会休日・夜間当番表

2 月

22 22

8

8

3 月

11 10広
報しもにた下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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【
俳
句
】

■
外
灯
の
ご
と
く
輝
く
冬
の
星

　
　
　
　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
秋
の
空
風
に
ま
か
せ
て
千
の
種

　
　
　

     

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
滝
し
ぶ
き
舞
い
て
美
わ
し
花
氷

　
　
　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
ゆ
っ
く
り
と
瞬
き
を
す
る
そ
の
瞬
間
に
三
十
キ
ロ
を
駆
け
抜
け
る
地
球  

　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
軒
ツ
ラ
ラ
一
朝
毎
に
丈
延
び
し
な
が
め
て
両
の
手
す
ぐ
い
し
寒
の
水

　
　

   

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会

　令
和
七
年
十
月
句
会
】

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　冬
夜
讀
書

　
　
　
　
　
　
　恕
風

　佐
藤
侃
司

寒
氣
侵
窓
風
力
强

擁
爐
添
炭
讀
書
堂

及
時
散
帙
孤
燈
下

老
尙
從
容
愛
夜
長

【
短
歌
】

■
ふ
る
さ
と
の
風
の
香
ま
と
ふ
葱
送
る

　
　工
藤

　初
恵

■
天
命
で
決
ま
る
生
と
死
星
の
凍

　
　
　
　今
井

　陽
子

■
茶
の
花
や
い
つ
か
何
時
か
と
過
ぎ
る
日
々

　佐
藤
志
げ
子

※
一
月
号
の
記
載
に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。

　お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。
（ 

冬
の
絮
↓
草
の
絮
）

■
草
の
絮
風
に
託
し
て
ゐ
る
未
来

　
　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
枝
の
み
を
残
し
来
季
へ
山
眠
る

　
　
　新
井

　笑
子

■
侘
助
や
一
日
の
終
り
恙
な
く

　
　
　
　高
田

　ト
ク

■
急
速
に
走
り
出
し
た
る
寒
さ
か
な

　
　須
藤

　禮
子

■
も
う
聞
け
ぬ
友
の
ハ
モ
ニ
カ
枯
葉
舞
ふ

　永
井

　波
江

■
帰
り
花
叶
ふ
事
な
ら
い
ま
一
度

　
　
　吉
田

　文
子

■
上
州
の
風
の
形
に
葱
太
る

　
　
　
　
　斉
藤

　悦
子

　冬
夜
読
書

寒
気 

窓
を
侵
し
て
風
力
強
く

炉
を
擁
し
て
炭
を
添
う
読
書
の
堂

時
に
及
ん
で
帙
を
散
ず
孤
灯
の
下

老
い
て
尚
お
従
容
と
し
て
夜
の
長
き
を
愛
す

か
ん

お
か

ふ
う
り
ょ
く
つ
よ

き

ま
ど

と
う

ど
く

や

し
ょ

ろと
きお

な

し
ょ
う
よ
う

あ
い

よ
る

な
が

お
よ

さ
ん

と
う

も
と

こ

ち
つ

よ
う

す
み

そ

ど
く
し
ょ

ど
う

【
語
釈
】
擁
炉
―
ひ
ば
ち
を
だ
き
か
か
え
る
／
散
帙
―

書
物
を
開
く
・
書
を
読
む
こ
と
／
従
容
―
ゆ
っ
た
り
と

お
ち
つ
い
て
い
る
さ
ま

【
通
釈
】
冬
の
夜
の
厳
し
い
寒
さ
は
、
窓
に
吹
き
つ
け

る
風
と
共
に
迫
り
、
書
斎
に
籠
も
っ
て
、
炭
を
加
え
た

炬
燵
を
抱
き
か
か
え
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
読
書
に
適
当
な
時
と
思
い
、
小
さ
な
灯
の
下
で

書
を
開
く
と
、
年
老
い
た
今
で
も
夜
の
長
い
時
こ
そ
自

分
の
好
む
時
だ
と
気
付
く
の
で
し
た
。

わ
び
す
け

ひ
と

ひ

か
え

ば
な

い

つ

い
て

わ
た

わ
た

わ
た

ま
ば
た

と

き

さ
ん
じ
ゅ

ぬ

か

ほ

し

が
い

と
う

か
が
や

ほ
し

第
３
回
下
仁
田
葱
「
軟
腐
病
対
策
」
研
修
会
を

開
催
し
ま
す

　
昨
年
は
、
記
録
的
な
高
温
と
降

水
量
の
極
端
な
少
な
さ
の
影
響
に

よ
り
、
軟
腐
病
の
発
生
や
水
不
足

に
起
因
す
る
生
育
不
良
が
広
く
見

ら
れ
、
収
量
お
よ
び
品
質
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
町
と
葱
の
会
で
は
、
農

家
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
町
内

３
箇
所
に
設
置
し
た
実
証
ほ
場
の

検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
対

策
や
栽
培
管
理
の
改
善
に
向
け
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
25
日
（
水
）

午
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２
時
〜
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会
場
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山
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活
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ー

（
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内
）
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農
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部
西
部
農
業
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所

富
岡
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域
農
業
課

土
屋
裕
司
　
先
生

●
共
催

下
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田
葱
の
会
・
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仁
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町

●
問
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せ
先

農
林
課
　
☎
64―

８
８
０
６

2
0
2
6
年
あ
ぶ
だ
福
寿
草
の
里
に
つ
い
て

　
早
春
の
訪
れ
を
満
喫
で
き
る
福

寿
草
の
里
が
開
園
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
３
月
７
日
（
土
）
に

は
「
福
寿
草
ま
つ
り
」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
開
園
期
間

令
和
８
年
２
月
中
旬
〜
３
月
中
旬

●
開
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間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
協
力
金

大
人…
５
０
０
円

小
学
生…
１
０
０
円

小
学
生
未
満
無
料

●
場
所

下
仁
田
町
大
字
中
小
坂
２
５
９
０

●
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
　
☎
64―

８
８
０
５

下
仁
田
町
観
光
協
会

☎
67―

７
５
０
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現
在
、
降
雨
量
が
少
な
い
た
め
、

水
源
の
水
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。今
後
も
少
雨
が
続
き
ま
す

と
深
刻
な
状
況
に
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
節
水
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
洗
面
所
・
手
洗
い

・
こ
ま
め
に
蛇
口
を
開
閉
し
ま
し
ょ

う
。（
１
分
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る

と
約
１２
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し

ま
い
ま
す
。）

・
歯
磨
き
は
コッ
プ
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。（
３０
秒
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る

と
約
６
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
コ
ッ
プ
に
汲
む
と
約

０
．６
リ
ッ
ト
ル
の
水
で
す
み
ま
す
。）

●
台
所

・
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。（
５

分
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
約
６０

リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し
ま
い
ま

す
。）

・
た
め
洗
い
や
つ
け
置
き
洗
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

・
食
器
の
汚
れ
は
紙
な
ど
で
拭
い
て

か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
風
呂

・
追
い
焚
き
機
能
を
活
用
し
、
た
し

湯
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
残
り
湯
を
洗
濯
や
掃
除
、
洗
車
、

水
や
り
等
に
再
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

節
水
の
お
願
い
！

・
浴
槽
に
た
め
る
湯
量
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。（
湯
量
の
調
整
で
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幅
に
節

水
で
き
ま
す
。）

・
シ
ャ
ワ
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は
こ
ま
め
に
止
め
ま
し
ょ

う
。（
３
分
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流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る

と
約
３６
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し

ま
い
ま
す
。）

●
洗
濯

・
洗
濯
物
は
適
量
た
め
て
か
ら
ま
と

め
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。（
少
量
の
洗

濯
物
を
数
回
に
分
け
て
洗
う
よ
り

も
ま
と
め
洗
い
の
方
が
節
水
で
き
ま

す
。）

●
洗
車

・
バ
ケ
ツ
を
使
用
し
て
洗
い
ま
し
ょ

う
。（
ホ
ー
ス
で
の
流
し
洗
い
は
約
２

０
０
リ
ッ
ト
ル
使
用
し
ま
す
が
、バ
ケ

ツ
５
杯
分
で
洗
車
す
れ
ば
約
５０
リ
ッ

ト
ル
の
水
で
す
み
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
水
道
係

☎
６４―

８
８
０
８（
直
通
）
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さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。
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讀
書
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る
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と
の
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の
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ま
と
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送
る
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藤
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■
天
命
で
決
ま
る
生
と
死
星
の
凍
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井
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子

■
茶
の
花
や
い
つ
か
何
時
か
と
過
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る
日
々

　佐
藤
志
げ
子
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一
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号
の
記
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の
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に
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る
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藤
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子
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読
書
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窓
を
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て
風
力
強
く

炉
を
擁
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て
炭
を
添
う
読
書
の
堂

時
に
及
ん
で
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を
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ず
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灯
の
下
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尚
お
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と
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て
夜
の
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ょ
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ま
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釈
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―
ひ
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ち
を
だ
き
か
か
え
る
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散
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書
物
を
開
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・
書
を
読
む
こ
と
／
従
容
―
ゆ
っ
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り
と

お
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て
い
る
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【
通
釈
】
冬
の
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の
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し
い
寒
さ
は
、
窓
に
吹
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と
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に
迫
り
、
書
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に
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も
っ
て
、
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を
加
え
た

炬
燵
を
抱
き
か
か
え
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
読
書
に
適
当
な
時
と
思
い
、
小
さ
な
灯
の
下
で

書
を
開
く
と
、
年
老
い
た
今
で
も
夜
の
長
い
時
こ
そ
自

分
の
好
む
時
だ
と
気
付
く
の
で
し
た
。

わ
び
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け
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え
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ま
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う
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ほ
し

第
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回
下
仁
田
葱
「
軟
腐
病
対
策
」
研
修
会
を

開
催
し
ま
す

　
昨
年
は
、
記
録
的
な
高
温
と
降

水
量
の
極
端
な
少
な
さ
の
影
響
に

よ
り
、
軟
腐
病
の
発
生
や
水
不
足

に
起
因
す
る
生
育
不
良
が
広
く
見

ら
れ
、
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量
お
よ
び
品
質
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
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そ
こ
で
町
と
葱
の
会
で
は
、
農

家
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
町
内

３
箇
所
に
設
置
し
た
実
証
ほ
場
の

検
証
結
果
を
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ま
え
、
今
後
の
対

策
や
栽
培
管
理
の
改
善
に
向
け
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
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２
月
25
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（
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午
後
２
時
〜
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会
場
　
馬
山
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活
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タ
ー
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旧
馬
山
小
学
校
内
）
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師
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馬
県
農
政
部
西
部
農
業
事
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所
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地
域
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業
課
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裕
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先
生
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下
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葱
の
会
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農
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課
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草
の
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つ
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早
春
の
訪
れ
を
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喫
で
き
る
福
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の
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が
開
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い
た
し
ま
す
。

　
令
和
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年
３
月
７
日
（
土
）
に

は
「
福
寿
草
ま
つ
り
」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
開
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期
間

令
和
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年
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月
中
旬
〜
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月
中
旬
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間
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時
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力
金

大
人…
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円
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生
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現
在
、
降
雨
量
が
少
な
い
た
め
、

水
源
の
水
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。今
後
も
少
雨
が
続
き
ま
す

と
深
刻
な
状
況
に
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
節
水
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
洗
面
所
・
手
洗
い

・
こ
ま
め
に
蛇
口
を
開
閉
し
ま
し
ょ

う
。（
１
分
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る

と
約
１２
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し

ま
い
ま
す
。）

・
歯
磨
き
は
コッ
プ
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。（
３０
秒
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る

と
約
６
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
コ
ッ
プ
に
汲
む
と
約

０
．６
リ
ッ
ト
ル
の
水
で
す
み
ま
す
。）

●
台
所

・
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。（
５

分
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
約
６０

リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し
ま
い
ま

す
。）

・
た
め
洗
い
や
つ
け
置
き
洗
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

・
食
器
の
汚
れ
は
紙
な
ど
で
拭
い
て

か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
風
呂

・
追
い
焚
き
機
能
を
活
用
し
、
た
し

湯
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
残
り
湯
を
洗
濯
や
掃
除
、
洗
車
、

水
や
り
等
に
再
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

節
水
の
お
願
い
！

・
浴
槽
に
た
め
る
湯
量
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。（
湯
量
の
調
整
で
大
幅
に
節

水
で
き
ま
す
。）

・
シ
ャ
ワ
ー
は
こ
ま
め
に
止
め
ま
し
ょ

う
。（
３
分
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る

と
約
３６
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し

ま
い
ま
す
。）

●
洗
濯

・
洗
濯
物
は
適
量
た
め
て
か
ら
ま
と

め
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。（
少
量
の
洗

濯
物
を
数
回
に
分
け
て
洗
う
よ
り

も
ま
と
め
洗
い
の
方
が
節
水
で
き
ま

す
。）

●
洗
車

・
バ
ケ
ツ
を
使
用
し
て
洗
い
ま
し
ょ

う
。（
ホ
ー
ス
で
の
流
し
洗
い
は
約
２

０
０
リ
ッ
ト
ル
使
用
し
ま
す
が
、バ
ケ

ツ
５
杯
分
で
洗
車
す
れ
ば
約
５０
リ
ッ

ト
ル
の
水
で
す
み
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
水
道
係

☎
６４―

８
８
０
８（
直
通
）

行政情報行政情報
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生
活
環
境
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す

の
で
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。
　

　
特
に
、
野
焼
き
は
近
く
の
枯
草
や

山
林
へ
延
焼
す
る
恐
れ
が
高
く
、
山

林
へ
の
延
焼
は
大
規
模
火
災
の
原
因

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。（
ご
み
焼
却
が

原
因
の
火
災
が
、
富
岡
甘
楽
広
域
圏

内
の
出
火
原
因
の
上
位
に
な
って
い
ま

す
）

　
ご
み
や
、
庭
木
、
枯
草
な
ど
は
燃

や
さ
ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご
み

収
集
に
出
す
か
、
直
接
、
町
の
ご
み

焼
却
場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
　

●
禁
止
さ
れ
て
い
る
焼
却
行
為
な
ど

①
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロッ
ク
囲
い
を
利
用

　
し
て
の
焼
却

②
地
面
に
穴
を
掘
って
の
焼
却

③
焼
却
設
備
の
構
造
基
準
に
適
合
し

　
て
い
な
い
小
型
焼
却
炉
を
利
用
し

　
て
の
焼
却

●
違
反
す
る
と
…

　「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
及
び
「
群
馬
県
の
生
活

環
境
を
保
全
す
る
条
例
」
に
よ
り
、

ご
み
を
野
外
で
燃
や
す
こ
と
は
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
違
反
し
た
場
合
は
「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
５
年
以
下
の
拘
禁
刑
も
し
く
は

１
，
０
０
０
万
円
以
下
（
法
人
は
３

億
円
）
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
林
野
火
災
の
予
防
を
目
的
と
し
た

「
林
野
火
災
警
報
等
」
の
運
用
が
令

和
８
年
１
月
１
日
よ
り
開
始
し
て
い

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
への

苦
情
や
意
見
、要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
苦
情
や
困
り
ご
と

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　
町
社
会
体
育
施
設
等
の
利
用
を
円

滑
に
行
う
た
め
、
利
用
を
希
望
す
る

団
体
に
は
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
所
定
の
申
請

書
を
左
記
ま
で
提
出
願
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
利
用
団
体
の
代
表
者

に
は
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
願

い
ま
す
。
新
規
登
録
希
望
団
体
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
必
要

な
書
類
を
出
力
し
て
、
所
定
事
項
を

記
入
の
上
、
左
記
ま
で
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、使
用
希
望
日
（
希

望
曜
日
）
が
重
な
っ
た
場
合
は
、
団

体
間
で
調
整
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
提
出
期
限
　
３
月
１３
日
（
金
）

●
提
出
先
　
教
育
課
生
涯
学
習
係

　
詳
し
く
は
、
群
馬
県
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
（
☎
０
２
７―

８
９

６―

４
７
３
７
）
又
は
県
内
の
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

群
馬
労
働
局
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://jsite.m
hlw

.go.jp/gunm
a-roudoukyoku/hom

e.htm
l

　
賃
金
引
上
げ
を
支
援
す
る
各
種

助
成
金
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
町
が
作
成
す
る
「
広
報
し
も
に

た
」
の
裏
表
紙
に
あ
る
広
告
の
枠
利

用
希
望
の
方
は
、
お
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
等
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。希

望
者
多
数
の
場
合
は
、
別
途
選
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
条
件
　
毎
月
１
回
発
行
、
利
用

料
１
枠
５
千
円
／
月
、
年
間
単
位

で
の
申
し
込
み
も
可
能
。
発
行
月

の
前
月
初
日
ま
で
に
原
稿
入
稿

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
総
務
課
秘
書
係

☎
82
―
２
１
１
１（
内
線
５
０
３
）

℻
82
―
５
７
６
６

メ
ー
ル

hisyo@
tow

n.shim
onita.lg.jp 

☎
82
―
２
１
１
５
（
内
線
７
１
３
・

７
１
４
）

℻
０
２
７
４
―
６７
―
７
１
３
１

　

※

最
低
賃
金
は
時
間
額
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
群
馬
県
内
の
全
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

２
月
３
日
・
３
月
３
日

午
前
１０
時
〜
１２
時

※

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所

公
民
館
３
階 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
。

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

２
月
３
日
・
３
月
３
日

午
前
９
時
〜
１２
時

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

（
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ
を

問
わ
ず
、
趣
味
で
の
飼
養
も
含
み
ま

す
）
は
、
養
蜂
振
興
法
に
基
づ
き
、

毎
年
１
回
、
県
知
事
（
家
畜
保
健
衛

生
所
）
に
飼
育
状
況
等
を
届
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
飼
育
し
て
い
る
が

届
出
を
し
て
い
な
い
方
、
今
後
、
飼

育
予
定
の
方
は
家
畜
保
健
衛
生
所
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
届
出
は
群
馬
県
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
か
ら
の
届
出
も
可
能
で
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.gunm

a.jp/
page/9413.htm

l

　
ま
た
、
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
に
際
し
て

適
切
な
衛
生
管
理
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
は

家
畜
保
健
衛
生
所
ま
で
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

●
連
絡
先

〒
３
７
０
―
０
０
７
４

高
崎
市
下
小
鳥
町
２
３
３

西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
２
７
―
３
６
２
―
２
２
６
１

●
届
出
内
容

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
ミ
ツ
バ
チ

飼
育
場
所
、
群
数
、
飼
育
計
画

　
野
焼
き
（
庭
や
畑
で
の
ご
み
等
の

焼
却
）
は
　
、
法
律
や
県
条
例
及
び

町
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
却
行
為
は
、
有
害
物
質
発
生
の

原
因
や
、
近
隣
住
民
の
健
康
被
害
や

　
家
畜
（
愛
玩
用
を
含
む
）
の
飼
育

者
は
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ

き
、
毎
年
１
回
、
県
知
事
（
家
畜
保

健
衛
生
所
）
に
飼
育
頭
羽
数
等
を
届

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
飼
養
者
に
は
重
大
な
家
畜

伝
染
病
を
疑
う
症
状
を
発
見
し
た
時

の
通
報
と
家
畜
を
病
気
か
ら
守
る
た

め
の
消
毒
等
の
取
り
組
み
も
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
動
物
は
、牛
、鹿
、馬
、

羊
、
山
羊
、
豚
（
ミ
ニ
ブ
タ
、
マ
イ

ク
ロ
ブ
タ
含
む
）、
い
の
し
し
、
鶏
、

あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、

エ
ミ
ュ
ー
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
及
び
七
面
鳥

で
す
の
で
、
１
頭
（
羽
）
で
も
飼
育

さ
れ
て
い
る
方
は
家
畜
保
健
衛
生
所

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
連
絡
先

〒
３
７
０
―
０
０
７
４

高
崎
市
下
小
鳥
町
２
３
３

西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
２
７
―
３
６
２
―
２
２
６
１

●
届
出
内
容

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
及
び
令
和
８

年
２
月
１
日
現
在
、
飼
育
し
て
い
る

動
物
の
種
類
と
頭
羽
数

　
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
す
る
す
べて
の
方

公
証
相
談

ま
す
。
林
野
火
災
警
報
等
が
発
令
さ

れ
て
い
る
際
に
は
火
の
使
用
に
関
す
る

制
限
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
に
違
反
し

た
場
合
は
消
防
法
に
基
づ
き
３０
万
円

以
下
の
罰
金
ま
た
は
拘
留
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
環
境
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

　
下
仁
田
町
に
受
け
継
が
れ
る
様
々

な
お
ひ
な
様
が一同
に
会
し
ま
す
。
華

や
か
で
個
性
の
あ
る
お
ひ
な
様
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
場

下
仁
田
町
歴
史
館
１
階

●
会
期

令
和
８
年
２
月
１5
日
（
日
）
〜

３
月
８
日
（
日
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

※

毎
週
月
曜
日
は
休
館
、
下
仁
田
町

民
は
入
場
料
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

ID ｢ @znt3015i ｣

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

令
和
８
年
度

社
会
体
育
施
設
等
利
用
登
録

に
つ
い
て

広
報
し
も
に
た（
裏
面
）

有
料
広
告
に
つ
い
て

家
畜
を
愛
玩
目
的
で
飼
育
さ
れ

て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ

第
10
回
下
仁
田
の
お
ひ
な
様
展

開
催

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方

へ
お
知
ら
せ

●試験区分
警察官Ｂ（男・女）
第２回警察官 A（男・女）
●受験資格
平成４年４月２日～平成２０年４月１日までに
生まれた人（大学卒業以外）
平成４年４月２日以降に生まれた人で
大学を卒業した人

（卒業見込みを含む）
●受付期間
７月１１日（金）から８月１２日（火）までの間
●試験日
第一次試験日
９月２１日（日）
●最終合格発表
１２月１２日（金）
●採用予定日
令和８年４月１日

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

〜
群
馬
県
内
で
適
用
さ
れ
る

最
低
賃
金
は
す
べ
て
改
正
さ

れ
ま
し
た
〜

群馬県最低賃金(地域別最低賃金) 1時間 1,063 円

製銅･鉄素形材製造業最低賃金

一般機械器具製造業最低賃金

電気機械器具製造業最低賃金

輸送用機械器具製造業最低賃金

発効日
令和8年
3月1日

発効日
令和8年
1月1日

1時間 1,131 円

1時間 1,120 円

1時間 1,120 円

1時間 1,120 円

確認しよう最低賃金！

特
定
最
低
賃
金

各
種
支
援
策
の

ご
案
内
は
こ
ち
ら
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生
活
環
境
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す

の
で
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。
　

　
特
に
、
野
焼
き
は
近
く
の
枯
草
や

山
林
へ
延
焼
す
る
恐
れ
が
高
く
、
山

林
へ
の
延
焼
は
大
規
模
火
災
の
原
因

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。（
ご
み
焼
却
が

原
因
の
火
災
が
、
富
岡
甘
楽
広
域
圏

内
の
出
火
原
因
の
上
位
に
な
って
い
ま

す
）

　
ご
み
や
、
庭
木
、
枯
草
な
ど
は
燃

や
さ
ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご
み

収
集
に
出
す
か
、
直
接
、
町
の
ご
み

焼
却
場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
　

●
禁
止
さ
れ
て
い
る
焼
却
行
為
な
ど

①
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロッ
ク
囲
い
を
利
用

　
し
て
の
焼
却

②
地
面
に
穴
を
掘
って
の
焼
却

③
焼
却
設
備
の
構
造
基
準
に
適
合
し

　
て
い
な
い
小
型
焼
却
炉
を
利
用
し

　
て
の
焼
却

●
違
反
す
る
と
…

　「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
及
び
「
群
馬
県
の
生
活

環
境
を
保
全
す
る
条
例
」
に
よ
り
、

ご
み
を
野
外
で
燃
や
す
こ
と
は
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
違
反
し
た
場
合
は
「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
５
年
以
下
の
拘
禁
刑
も
し
く
は

１
，
０
０
０
万
円
以
下
（
法
人
は
３

億
円
）
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
林
野
火
災
の
予
防
を
目
的
と
し
た

「
林
野
火
災
警
報
等
」
の
運
用
が
令

和
８
年
１
月
１
日
よ
り
開
始
し
て
い

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
への

苦
情
や
意
見
、要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
苦
情
や
困
り
ご
と

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　
町
社
会
体
育
施
設
等
の
利
用
を
円

滑
に
行
う
た
め
、
利
用
を
希
望
す
る

団
体
に
は
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
所
定
の
申
請

書
を
左
記
ま
で
提
出
願
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
利
用
団
体
の
代
表
者

に
は
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
願

い
ま
す
。
新
規
登
録
希
望
団
体
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
必
要

な
書
類
を
出
力
し
て
、
所
定
事
項
を

記
入
の
上
、
左
記
ま
で
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、使
用
希
望
日
（
希

望
曜
日
）
が
重
な
っ
た
場
合
は
、
団

体
間
で
調
整
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
提
出
期
限
　
３
月
１３
日
（
金
）

●
提
出
先
　
教
育
課
生
涯
学
習
係

　
詳
し
く
は
、
群
馬
県
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
（
☎
０
２
７―

８
９

６―

４
７
３
７
）
又
は
県
内
の
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

群
馬
労
働
局
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://jsite.m
hlw

.go.jp/gunm
a-roudoukyoku/hom

e.htm
l

　
賃
金
引
上
げ
を
支
援
す
る
各
種

助
成
金
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
町
が
作
成
す
る
「
広
報
し
も
に

た
」
の
裏
表
紙
に
あ
る
広
告
の
枠
利

用
希
望
の
方
は
、
お
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
等
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。希

望
者
多
数
の
場
合
は
、
別
途
選
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
条
件
　
毎
月
１
回
発
行
、
利
用

料
１
枠
５
千
円
／
月
、
年
間
単
位

で
の
申
し
込
み
も
可
能
。
発
行
月

の
前
月
初
日
ま
で
に
原
稿
入
稿

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
総
務
課
秘
書
係

☎
82
―
２
１
１
１（
内
線
５
０
３
）

℻
82
―
５
７
６
６

メ
ー
ル

hisyo@
tow

n.shim
onita.lg.jp 

☎
82
―
２
１
１
５
（
内
線
７
１
３
・

７
１
４
）

℻
０
２
７
４
―
６７
―
７
１
３
１

　

※

最
低
賃
金
は
時
間
額
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
群
馬
県
内
の
全
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

２
月
３
日
・
３
月
３
日

午
前
１０
時
〜
１２
時

※

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所

公
民
館
３
階 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
。

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

２
月
３
日
・
３
月
３
日

午
前
９
時
〜
１２
時

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

（
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ
を

問
わ
ず
、
趣
味
で
の
飼
養
も
含
み
ま

す
）
は
、
養
蜂
振
興
法
に
基
づ
き
、

毎
年
１
回
、
県
知
事
（
家
畜
保
健
衛

生
所
）
に
飼
育
状
況
等
を
届
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
飼
育
し
て
い
る
が

届
出
を
し
て
い
な
い
方
、
今
後
、
飼

育
予
定
の
方
は
家
畜
保
健
衛
生
所
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
届
出
は
群
馬
県
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
か
ら
の
届
出
も
可
能
で
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.gunm

a.jp/
page/9413.htm

l

　
ま
た
、
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
に
際
し
て

適
切
な
衛
生
管
理
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
は

家
畜
保
健
衛
生
所
ま
で
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

●
連
絡
先

〒
３
７
０
―
０
０
７
４

高
崎
市
下
小
鳥
町
２
３
３

西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
２
７
―
３
６
２
―
２
２
６
１

●
届
出
内
容

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
ミ
ツ
バ
チ

飼
育
場
所
、
群
数
、
飼
育
計
画

　
野
焼
き
（
庭
や
畑
で
の
ご
み
等
の

焼
却
）
は
　
、
法
律
や
県
条
例
及
び

町
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
却
行
為
は
、
有
害
物
質
発
生
の

原
因
や
、
近
隣
住
民
の
健
康
被
害
や

　
家
畜
（
愛
玩
用
を
含
む
）
の
飼
育

者
は
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ

き
、
毎
年
１
回
、
県
知
事
（
家
畜
保

健
衛
生
所
）
に
飼
育
頭
羽
数
等
を
届

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
飼
養
者
に
は
重
大
な
家
畜

伝
染
病
を
疑
う
症
状
を
発
見
し
た
時

の
通
報
と
家
畜
を
病
気
か
ら
守
る
た

め
の
消
毒
等
の
取
り
組
み
も
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
動
物
は
、牛
、鹿
、馬
、

羊
、
山
羊
、
豚
（
ミ
ニ
ブ
タ
、
マ
イ

ク
ロ
ブ
タ
含
む
）、
い
の
し
し
、
鶏
、

あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、

エ
ミ
ュ
ー
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
及
び
七
面
鳥

で
す
の
で
、
１
頭
（
羽
）
で
も
飼
育

さ
れ
て
い
る
方
は
家
畜
保
健
衛
生
所

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
連
絡
先

〒
３
７
０
―
０
０
７
４

高
崎
市
下
小
鳥
町
２
３
３

西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
２
７
―
３
６
２
―
２
２
６
１

●
届
出
内
容

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
及
び
令
和
８

年
２
月
１
日
現
在
、
飼
育
し
て
い
る

動
物
の
種
類
と
頭
羽
数

　
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
す
る
す
べて
の
方

公
証
相
談

ま
す
。
林
野
火
災
警
報
等
が
発
令
さ

れ
て
い
る
際
に
は
火
の
使
用
に
関
す
る

制
限
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
に
違
反
し

た
場
合
は
消
防
法
に
基
づ
き
３０
万
円

以
下
の
罰
金
ま
た
は
拘
留
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
環
境
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

　
下
仁
田
町
に
受
け
継
が
れ
る
様
々

な
お
ひ
な
様
が一同
に
会
し
ま
す
。
華

や
か
で
個
性
の
あ
る
お
ひ
な
様
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
場

下
仁
田
町
歴
史
館
１
階

●
会
期

令
和
８
年
２
月
１5
日
（
日
）
〜

３
月
８
日
（
日
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

※

毎
週
月
曜
日
は
休
館
、
下
仁
田
町

民
は
入
場
料
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

ID ｢ @znt3015i ｣

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

令
和
８
年
度

社
会
体
育
施
設
等
利
用
登
録

に
つ
い
て

広
報
し
も
に
た（
裏
面
）

有
料
広
告
に
つ
い
て

家
畜
を
愛
玩
目
的
で
飼
育
さ
れ

て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ

第
10
回
下
仁
田
の
お
ひ
な
様
展

開
催

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方

へ
お
知
ら
せ

●試験区分
警察官Ｂ（男・女）
第２回警察官 A（男・女）
●受験資格
平成４年４月２日～平成２０年４月１日までに
生まれた人（大学卒業以外）
平成４年４月２日以降に生まれた人で
大学を卒業した人

（卒業見込みを含む）
●受付期間
７月１１日（金）から８月１２日（火）までの間
●試験日
第一次試験日
９月２１日（日）
●最終合格発表
１２月１２日（金）
●採用予定日
令和８年４月１日

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

〜
群
馬
県
内
で
適
用
さ
れ
る

最
低
賃
金
は
す
べ
て
改
正
さ

れ
ま
し
た
〜

群馬県最低賃金(地域別最低賃金) 1時間 1,063 円

製銅･鉄素形材製造業最低賃金

一般機械器具製造業最低賃金

電気機械器具製造業最低賃金

輸送用機械器具製造業最低賃金

発効日
令和8年
3月1日

発効日
令和8年
1月1日

1時間 1,131 円

1時間 1,120 円

1時間 1,120 円

1時間 1,120 円

確認しよう最低賃金！

特
定
最
低
賃
金

各
種
支
援
策
の

ご
案
内
は
こ
ち
ら
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
水
循
環
に
関
す
る
全
般
的
な
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
行
い
、
地
域

社
会
への
貢
献
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
（
株
）
利
根
設
計
事
務
所
様

（
前
橋
市
／
山
宮
雅
幸
社
長
）
か
ら

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
に

よ
り
金
２０
万
円
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

新
規
車
両
導
入

ス
ク
ー
ル
バ
ス

新
規
車
両
導
入

下
仁
田
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
！

下
仁
田
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
！

　
下
仁
田
町
で
は
、
現
在
３
名
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
報
告
会
で
は
、
現
役
隊
員

及
び
隊
員
Ｏ
Ｂ
が
、
今
ま
で
の
活

動
内
容
や
現
在
の
状
況
、
今
後
の

目
標
等
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時

令
和
８
年
２
月
２７
日（
金
）

午
後
２
時
〜
※
１
時
間
３０
分
程
度

●
会
場
　
下
仁
田
町
役
場
２
階

２
０
１
会
議
室

※
事
前
の
お
申
込
み
は
不
要
で
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
政
策
推
進
係

☎
64
―
８
８
０
９

　
平
成
２０
年
に
購
入
し
た
車
両
が

老
朽
化
し
、故
障
も
多
い
こ
と
か

ら
、児
童
生
徒
の
安
全
な
通
学
を
考

慮
し
、入
れ
替
え
を
実
施
し
ま
し

た
。主
に
馬
山
線（
３
号
）の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
と
し
て
運
行
す
る
予
定
で

す
。今
後
も
よ
り一層
、安
心・安
全

な
運
行
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
学
校
教
育
係

☎
67
―
７
６
１
９

（
株
）利
根
設
計
事
務
所
様

か
ら 

金
２０
万
円
寄
付

　
神
奈
川
県
厚
木
市
に
本
社
を
置

き 

こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
な
ど
の
蒟
蒻

製
品
や
ペッ
ト
用
お
や
つ
を
製
造
・

販
売
等
を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社

オ
ー
イ
ズ
ミ
下
仁
田
様
か
ら
「
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
し
て
１
０
０

万
円
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

株
式
会
社 

オ
ー
イ
ズ
ミ

下
仁
田
様
か
ら

金
１
０
０
万
円
寄
付

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
が

準
優
勝
！

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
が

準
優
勝
！

　
１２
月
１３
日
に
市
立
富
岡
小
学
校

体
育
館
に
て「
富
岡
市
ミ
ニ
バ
ス
交

歓
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
毛
地
区
内
の
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー
ム

が
参
加
し
、下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー

ム
が
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
少
年
団
　
黒
澤
　

☎
０
９
０
―
２
４
９
０
―
４
７
３
６

●
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
で
は
団
員
募
集
中

で
す
。ミ
ニ
バ
ス
体
験
・
見
学
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
12
月
20
日
（
土
）
下
仁
田
町
公

民
館
談
話
室
に
お
い
て
、
町
か
る
た

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

で
は
「
競
技
か
る
た
・
個
人
戦
」

に
1
年
生
〜
6
年
生
９
名
の
選
手

が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
選
手
の
み
な
さ
ん
は
1
月

25
日
（
日
）
に
甘
楽
町
で
開
催
さ

れ
る
郡
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

第
39
回
下
仁
田
町
子
ど
も
か
る
た
大
会

 

第
39
回
下
仁
田
町
子
ど
も
か
る
た
大
会

 

　
令
和
８
年
１
月
１１
日
（
日
）
文

化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
恒
例
の
消
防

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
式

典
で
は
消
防
功
労
者
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
退
職
消
防
団
員
及
び
現
役

消
防
団
員
が
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
後
は
火
災
予
防
の

広
報
を
兼
ね
、
町
内
パ
レ
ー
ド
が
実

施
さ
れ
、
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
消
防

団
員
、
署
員
等
が
行
進
を
行
い
ま

し
た
。

令
和
8
年
下
仁
田
町
消
防
団
・

下
仁
田
消
防
署
出
初
式
挙
行

令
和
8
年
下
仁
田
町
消
防
団
・

下
仁
田
消
防
署
出
初
式
挙
行

●優勝者

小須田　源さん

低学年の部

西川　天馬さん

高学年の部
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
水
循
環
に
関
す
る
全
般
的
な
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
行
い
、
地
域

社
会
への
貢
献
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
（
株
）
利
根
設
計
事
務
所
様

（
前
橋
市
／
山
宮
雅
幸
社
長
）
か
ら

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
に

よ
り
金
２０
万
円
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

新
規
車
両
導
入

ス
ク
ー
ル
バ
ス

新
規
車
両
導
入

下
仁
田
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
！

下
仁
田
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
！

　
下
仁
田
町
で
は
、
現
在
３
名
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
報
告
会
で
は
、
現
役
隊
員

及
び
隊
員
Ｏ
Ｂ
が
、
今
ま
で
の
活

動
内
容
や
現
在
の
状
況
、
今
後
の

目
標
等
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時

令
和
８
年
２
月
２７
日（
金
）

午
後
２
時
〜
※
１
時
間
３０
分
程
度

●
会
場
　
下
仁
田
町
役
場
２
階

２
０
１
会
議
室

※
事
前
の
お
申
込
み
は
不
要
で
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
政
策
推
進
係

☎
64
―
８
８
０
９

　
平
成
２０
年
に
購
入
し
た
車
両
が

老
朽
化
し
、故
障
も
多
い
こ
と
か

ら
、児
童
生
徒
の
安
全
な
通
学
を
考

慮
し
、入
れ
替
え
を
実
施
し
ま
し

た
。主
に
馬
山
線（
３
号
）の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
と
し
て
運
行
す
る
予
定
で

す
。今
後
も
よ
り一層
、安
心・安
全

な
運
行
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
学
校
教
育
係

☎
67
―
７
６
１
９

（
株
）利
根
設
計
事
務
所
様

か
ら 

金
２０
万
円
寄
付

　
神
奈
川
県
厚
木
市
に
本
社
を
置

き 

こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
な
ど
の
蒟
蒻

製
品
や
ペッ
ト
用
お
や
つ
を
製
造
・

販
売
等
を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社

オ
ー
イ
ズ
ミ
下
仁
田
様
か
ら
「
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
し
て
１
０
０

万
円
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

株
式
会
社 

オ
ー
イ
ズ
ミ

下
仁
田
様
か
ら

金
１
０
０
万
円
寄
付

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
が

準
優
勝
！

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
が

準
優
勝
！

　
１２
月
１３
日
に
市
立
富
岡
小
学
校

体
育
館
に
て「
富
岡
市
ミ
ニ
バ
ス
交

歓
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
毛
地
区
内
の
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー
ム

が
参
加
し
、下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー

ム
が
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
少
年
団
　
黒
澤
　

☎
０
９
０
―
２
４
９
０
―
４
７
３
６

●
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
で
は
団
員
募
集
中

で
す
。ミ
ニ
バ
ス
体
験
・
見
学
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
12
月
20
日
（
土
）
下
仁
田
町
公

民
館
談
話
室
に
お
い
て
、
町
か
る
た

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

で
は
「
競
技
か
る
た
・
個
人
戦
」

に
1
年
生
〜
6
年
生
９
名
の
選
手

が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
選
手
の
み
な
さ
ん
は
1
月

25
日
（
日
）
に
甘
楽
町
で
開
催
さ

れ
る
郡
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

第
39
回
下
仁
田
町
子
ど
も
か
る
た
大
会

 

第
39
回
下
仁
田
町
子
ど
も
か
る
た
大
会

 

　
令
和
８
年
１
月
１１
日
（
日
）
文

化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
恒
例
の
消
防

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
式

典
で
は
消
防
功
労
者
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
退
職
消
防
団
員
及
び
現
役

消
防
団
員
が
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
後
は
火
災
予
防
の

広
報
を
兼
ね
、
町
内
パ
レ
ー
ド
が
実

施
さ
れ
、
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
消
防

団
員
、
署
員
等
が
行
進
を
行
い
ま

し
た
。

令
和
8
年
下
仁
田
町
消
防
団
・

下
仁
田
消
防
署
出
初
式
挙
行

令
和
8
年
下
仁
田
町
消
防
団
・

下
仁
田
消
防
署
出
初
式
挙
行

●優勝者

小須田　源さん

低学年の部

西川　天馬さん

高学年の部
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　１月１１日（日）、下仁田町文化ホールにおいて「二十歳を祝う会」が開催され、
二十歳を迎えた３５名が晴れ姿で出席しました。
　式典では、実行委員の飯野夏海さん・神林　隼さんが司会をつとめ、町長式
辞、来賓祝辞に続き、中学２年生の立志記念事業で書いた二十歳の自分への
手紙が下仁田中学校長から手渡され、下仁田町蒟蒻消費拡大推進協議会か
らこんにゃく製品が贈られました。
　出席者を代表して、岡田トラジさんが「これまでに得た学びや支えへの感謝を
胸に、それぞれの道を歩んでいく。正解のない問いに向き合いながら、自ら選び
取った道に責任を持ち、社会の一員として行動し、役割を果たしていく」と決意
を述べました。また、実行委員が企画したアトラクションでは「二十歳記念！みん
なのことクイズ！」と恩師からのビデオレター上映が行われました。

　１月１１日（日）、下仁田町文化ホールにおいて「二十歳を祝う会」が開催され、
二十歳を迎えた３５名が晴れ姿で出席しました。
　式典では、実行委員の飯野夏海さん・神林　隼さんが司会をつとめ、町長式
辞、来賓祝辞に続き、中学２年生の立志記念事業で書いた二十歳の自分への
手紙が下仁田中学校長から手渡され、下仁田町蒟蒻消費拡大推進協議会か
らこんにゃく製品が贈られました。
　出席者を代表して、岡田トラジさんが「これまでに得た学びや支えへの感謝を
胸に、それぞれの道を歩んでいく。正解のない問いに向き合いながら、自ら選び
取った道に責任を持ち、社会の一員として行動し、役割を果たしていく」と決意
を述べました。また、実行委員が企画したアトラクションでは「二十歳記念！みん
なのことクイズ！」と恩師からのビデオレター上映が行われました。

　第４７回少年の主張全国大会で審査委員会特別賞を受賞した岩井ひなたさんの作品を、町民の皆様に紹介
します。多くの人が感動し、心動かされた岩井さんの少年の主張の作品をご覧ください。
　第４７回少年の主張全国大会で審査委員会特別賞を受賞した岩井ひなたさんの作品を、町民の皆様に紹介
します。多くの人が感動し、心動かされた岩井さんの少年の主張の作品をご覧ください。

二十歳を祝う会
少年の主張作品紹介二十歳のみなさん、おめでとうございます。

●問い合わせ先
教育課生涯学習係（☎82-2115）

　私には大好きな妹がいます。生まれてすぐに心臓の病気があることがわかりました。妹の心臓には３ミリの
穴が空いています。見た目には病気があることはわかりませんが、生活の中で気をつけなければならないこと
はたくさんあります。
　例えば、家族が大好きな花火です。私は花火に照らされた家族の笑顔が大好きでした。しかし、妹に笑顔
はありません。煙を吸い込むと呼吸を荒げ涙を流しながら苦しがるのです。その日妹は煙を吸わないように
部屋の中で花火を楽しむことになり、私はガラスの向こうにいる妹に向けて花火の花を咲かせていきました。
　しかし妹は、我慢できず外に出てきてしまったのです。そこで、花火は中断されました。モヤモヤした気持ち
で部屋に入ると母は妹を抱きしめながら、私に言いました。「ひなた、また花火しようね。本当にごめんね。」
と。その時、私の心のモヤモヤが弾けました。「どうしてお母さんが謝るの⁈苦しくなるから部屋にいてって
言ったのに！悪いのはこの子でしょ⁈」そう叫んでいました。妹が母の腕の中から泣きながら言いました。「ひ
なた、ごめん。一緒に花火がしたくて。私、もう花火しないから。ごめんね。」と。かわいくてかわいくて大好きな
のに私は妹を傷つけてしまいました。その日以来、我が家の夏から花火が消えました。
　花火のない夏が我が家の当たり前になってきた去年の八月、私は町の海外派遣事業でオーストラリアに
行きました。現地の小学校の生徒と交流する中で、気になることがありました。その学校には日本のような特
別支援学級というものがありませんでした。なんと、オーストラリアでは一人一人の違いを個性として受け入
れ、能力や障害の有無に関わらず全ての生徒が一般学級で能力を発揮できるように環境を整えるようにし
ていました。ホストマザーが言いました。「病気や障害にばかりに目を向けるのではなく、その人自身をみつめ
ることを忘れないで。」と。
　ハッとしました。やるべきことは妹を部屋に閉じ込めることじゃない、病気を理由に我慢させたり、何かを諦
めさせることじゃない。大切なのは、妹の心に寄り添い、できる限り環境を整えてあげることだと気づきまし
た。病気の向こう側の妹自身をみつめて、心の声に耳を傾けて。
　日本に帰国してすぐに「今年の夏は花火をしよう‼家族みんなで‼」と伝えました。みんなで相談し、妹に
は常に風上にいてもらい、マスクを着用してもらいました。そして、弟と一緒に、花火の持ち手に割り箸を足し
て長くし、煙を吸い込みづらくなるよう特製花火を作りました。何年かぶりに花火が家族の笑顔を明るく照ら
しました。最後の花火を弟が手渡すと妹は、はにかみながらそれを受け取りました。マスクで隠れた涙でくしゃ
くしゃの笑顔を花火が照らしました。そして震える声で言いました。「一緒にできた。最後までできた。ありがと
う。」妹の笑顔は私の胸に強く突き刺さりました。そして思いました。病気や障害を理由に諦めさせてしまう
社会ではなく誰もが夢や希望を叶えられるような「諦めなくていい社会」になったらどんなに素敵だろうと。
　私たちが生きているこの社会には目には見えない障害や病気を抱えている人たちがたくさんいます。今、
この瞬間にも生きづらさを感じ、病気や障害を理由に何かを諦めている人がいるかもしれません。その人が、
あなたの隣にいるかもしれません。私たちはそんな想像力を持って社会をみつめていかなければならないと
思うのです。誰ひとりとして夢を諦めなくていい世界へ変えていくことはこの社会に生きる私たち全員の課
題です。だから私は目をそらさず自分自身の課題として捉え、考え続けていきたい。
　妹の心臓にある３ミリの穴は塞がることはありません。でも、一人一人の配慮や理解で、誰かの心の穴を
塞ぐことができるかもしれません。そう信じて私は今日も心の声に耳を傾けていきます。

「心の声に耳をかたむけて」　下仁田町立下仁田中学校　三年 岩井　ひなた

●実行委員
（後列左から）
岡田トラジさん・神林 隼さん

（前列左から）
神戸梨奈さん・福田美優さん・飯野夏海さん

●実行委員
（後列左から）
岡田トラジさん・神林 隼さん

（前列左から）
神戸梨奈さん・福田美優さん・飯野夏海さん●問い合わせ先　教育課生涯学習係（☎82-2115）
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　１月１１日（日）、下仁田町文化ホールにおいて「二十歳を祝う会」が開催され、
二十歳を迎えた３５名が晴れ姿で出席しました。
　式典では、実行委員の飯野夏海さん・神林　隼さんが司会をつとめ、町長式
辞、来賓祝辞に続き、中学２年生の立志記念事業で書いた二十歳の自分への
手紙が下仁田中学校長から手渡され、下仁田町蒟蒻消費拡大推進協議会か
らこんにゃく製品が贈られました。
　出席者を代表して、岡田トラジさんが「これまでに得た学びや支えへの感謝を
胸に、それぞれの道を歩んでいく。正解のない問いに向き合いながら、自ら選び
取った道に責任を持ち、社会の一員として行動し、役割を果たしていく」と決意
を述べました。また、実行委員が企画したアトラクションでは「二十歳記念！みん
なのことクイズ！」と恩師からのビデオレター上映が行われました。
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　第４７回少年の主張全国大会で審査委員会特別賞を受賞した岩井ひなたさんの作品を、町民の皆様に紹介
します。多くの人が感動し、心動かされた岩井さんの少年の主張の作品をご覧ください。
　第４７回少年の主張全国大会で審査委員会特別賞を受賞した岩井ひなたさんの作品を、町民の皆様に紹介
します。多くの人が感動し、心動かされた岩井さんの少年の主張の作品をご覧ください。

二十歳を祝う会
少年の主張作品紹介二十歳のみなさん、おめでとうございます。

●問い合わせ先
教育課生涯学習係（☎82-2115）

　私には大好きな妹がいます。生まれてすぐに心臓の病気があることがわかりました。妹の心臓には３ミリの
穴が空いています。見た目には病気があることはわかりませんが、生活の中で気をつけなければならないこと
はたくさんあります。
　例えば、家族が大好きな花火です。私は花火に照らされた家族の笑顔が大好きでした。しかし、妹に笑顔
はありません。煙を吸い込むと呼吸を荒げ涙を流しながら苦しがるのです。その日妹は煙を吸わないように
部屋の中で花火を楽しむことになり、私はガラスの向こうにいる妹に向けて花火の花を咲かせていきました。
　しかし妹は、我慢できず外に出てきてしまったのです。そこで、花火は中断されました。モヤモヤした気持ち
で部屋に入ると母は妹を抱きしめながら、私に言いました。「ひなた、また花火しようね。本当にごめんね。」
と。その時、私の心のモヤモヤが弾けました。「どうしてお母さんが謝るの⁈苦しくなるから部屋にいてって
言ったのに！悪いのはこの子でしょ⁈」そう叫んでいました。妹が母の腕の中から泣きながら言いました。「ひ
なた、ごめん。一緒に花火がしたくて。私、もう花火しないから。ごめんね。」と。かわいくてかわいくて大好きな
のに私は妹を傷つけてしまいました。その日以来、我が家の夏から花火が消えました。
　花火のない夏が我が家の当たり前になってきた去年の八月、私は町の海外派遣事業でオーストラリアに
行きました。現地の小学校の生徒と交流する中で、気になることがありました。その学校には日本のような特
別支援学級というものがありませんでした。なんと、オーストラリアでは一人一人の違いを個性として受け入
れ、能力や障害の有無に関わらず全ての生徒が一般学級で能力を発揮できるように環境を整えるようにし
ていました。ホストマザーが言いました。「病気や障害にばかりに目を向けるのではなく、その人自身をみつめ
ることを忘れないで。」と。
　ハッとしました。やるべきことは妹を部屋に閉じ込めることじゃない、病気を理由に我慢させたり、何かを諦
めさせることじゃない。大切なのは、妹の心に寄り添い、できる限り環境を整えてあげることだと気づきまし
た。病気の向こう側の妹自身をみつめて、心の声に耳を傾けて。
　日本に帰国してすぐに「今年の夏は花火をしよう‼家族みんなで‼」と伝えました。みんなで相談し、妹に
は常に風上にいてもらい、マスクを着用してもらいました。そして、弟と一緒に、花火の持ち手に割り箸を足し
て長くし、煙を吸い込みづらくなるよう特製花火を作りました。何年かぶりに花火が家族の笑顔を明るく照ら
しました。最後の花火を弟が手渡すと妹は、はにかみながらそれを受け取りました。マスクで隠れた涙でくしゃ
くしゃの笑顔を花火が照らしました。そして震える声で言いました。「一緒にできた。最後までできた。ありがと
う。」妹の笑顔は私の胸に強く突き刺さりました。そして思いました。病気や障害を理由に諦めさせてしまう
社会ではなく誰もが夢や希望を叶えられるような「諦めなくていい社会」になったらどんなに素敵だろうと。
　私たちが生きているこの社会には目には見えない障害や病気を抱えている人たちがたくさんいます。今、
この瞬間にも生きづらさを感じ、病気や障害を理由に何かを諦めている人がいるかもしれません。その人が、
あなたの隣にいるかもしれません。私たちはそんな想像力を持って社会をみつめていかなければならないと
思うのです。誰ひとりとして夢を諦めなくていい世界へ変えていくことはこの社会に生きる私たち全員の課
題です。だから私は目をそらさず自分自身の課題として捉え、考え続けていきたい。
　妹の心臓にある３ミリの穴は塞がることはありません。でも、一人一人の配慮や理解で、誰かの心の穴を
塞ぐことができるかもしれません。そう信じて私は今日も心の声に耳を傾けていきます。

「心の声に耳をかたむけて」　下仁田町立下仁田中学校　三年 岩井　ひなた

●実行委員
（後列左から）
岡田トラジさん・神林 隼さん

（前列左から）
神戸梨奈さん・福田美優さん・飯野夏海さん
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岡田トラジさん・神林 隼さん
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Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っ
ている様々な標本を月替わりに蔵出
しする企画「今月の一推し！」
　２月は、妙義山の麓で見つかった
約１５００万年前のウミガメの化石
です。ぜひお立ち寄りください。

群馬県立自然史博物館 特別展
ぐんまの自然の
　　 『いま』を伝える2025

群馬県立自然史博物館 特別展
ぐんまの自然の
　　 『いま』を伝える2025
　群馬県立自然史博物館で特別展が開
催されています。ジオパーク下仁田協
議会のほかに、パートナーである富山
大柏木研究室や中小坂鉄山の鉱床調査
研究の成果、神津牧場で野生生物の調
査成果や椚石の石工の歴史など、この
地域の様々な事が紹介されています。
ぜひ、足を運んでみてください。
●会期
令和８年１月１７日（土）～
２月８日（日）※月曜休館
●開館時間
午前９時３０分～午後５時
●会場　群馬県立自然史博物館
（特別展は無料で見られます。）　

　下仁田高校３年生（アドバンスコース）が、今年度「下仁田あじさい園」「川井の断層」「青岩公園」「白
石工業白艶華工場」「妙義山」等を見学し、ジオガイドやそれぞれのサイトで活躍する地域の人たちに話を聞
きながら、「ジオパーク」について課題研究にとりくみました。
　１２月に行われた生徒研究活動発表会では、下級生や保護者の方に向けて、「３つのストーリーで紐解く下仁
田ジオパーク」と題して、映像や画像なども駆使しながら、下仁田の歴史が大地と密接にかかわっていることを
紹介しました。　

下仁田高校
―自然史館連携事業―理科課題研究―

下仁田高校
―自然史館連携事業―理科課題研究―

白石工業白艶華工場見学 妙義山中之嶽神社見学 生徒研究活動発表会

高田川流域で発見された
ウミガメ化石

公民館だより公民館だより
令和8年
第495号公民館だより 下仁田町公民館

☎82-3535
下仁田町公民館
☎82-3535

著者名
鳥羽　亮
小渕優子
道尾秀介
戸森しるこ
一穂ミチ
櫻　いいよ
ジェーン・スー
サトウユカ
砥上裕將
村山由佳
宮島未奈
下村敦史

著者名
石田夏穂
雨穴
羽田圭介
ゆる山まげよ
鈴木英治
鈴木英治
岡本さとる
藤井邦夫
原田マハ
湊かなえ
村木嵐

書名
闇の用心棒　七
わたしと父・小渕恵三

I　アイ
ねぎのねぎしくん
アフター・ユー
結婚共犯者

ねえ、ろうそく多すぎて誕生ケーキ燃えてるんだけど
キッチンに住みたい
龍の守る町
しっぽのカルテ

成瀬は都を駆け抜ける
暗闇法廷

書名
緑十字のエース
変な地図

その針がさすのは
お義父さん、戦争ってどげんやった？
徒目付勘兵衛１１　天狗面
徒目付勘兵衛１２　相討ち
春風捕物帖３　恋敵
素浪人稼業

晴れの日の木馬たち
暁星

雀ちょっちょ

公民館図書室 「新刊図書情報」１２月に入った新刊図書は次のとおりです。

　公民館図書室では、０歳児から小学生向けに絵本の読み聞かせ等を
開催します。楽しい絵本がいっぱいの図書室を親子でご利用ください。
●期　日　２月１９日（木）
●時　間　午前１０時～（午前の部）午後３時～（午後の部）　
●場　所　下仁田町公民館２階　図書室
※開始時間は目安です。午後の部は午後４時３０分までの間、お声掛けをいただければ対応します。

「絵本の読み聞かせ」開催のお知らせイベントのご案内

図書室掲示板図書室掲示板

令和７年度富岡甘楽文化振興協議会「造形美術作品展」令和７年度富岡甘楽文化振興協議会「造形美術作品展」
　富岡甘楽圏内の文化の振興を図り、各文化協会会員の日頃の成果を発表するため、「富岡甘楽文化
振興協議会造形美術作品展」を開催します。富岡市・甘楽町・下仁田町の各文化協会から推薦された
団体の作品が展示されますので、みなさまお誘い合わせのうえお出かけください。
●期日　３月１４日（土）～１５日（日）
●時間　１４日…午前１０時～午後４時　１５日…午前１０時～午後３時
●会場　下仁田町文化ホール
●内容　各文化協会に加盟する団体の作品展示
　　　　俳句・短歌・書道・絵画・写真・手工芸・盆栽など
　　　　※下仁田茶道会による無料抹茶サービスがあります。
●入場　無料
●問い合わせ先　下仁田町公民館　☎８２－３５３５
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※開始時間は目安です。午後の部は午後４時３０分までの間、お声掛けをいただければ対応します。

「絵本の読み聞かせ」開催のお知らせイベントのご案内

図書室掲示板図書室掲示板

令和７年度富岡甘楽文化振興協議会「造形美術作品展」令和７年度富岡甘楽文化振興協議会「造形美術作品展」
　富岡甘楽圏内の文化の振興を図り、各文化協会会員の日頃の成果を発表するため、「富岡甘楽文化
振興協議会造形美術作品展」を開催します。富岡市・甘楽町・下仁田町の各文化協会から推薦された
団体の作品が展示されますので、みなさまお誘い合わせのうえお出かけください。
●期日　３月１４日（土）～１５日（日）
●時間　１４日…午前１０時～午後４時　１５日…午前１０時～午後３時
●会場　下仁田町文化ホール
●内容　各文化協会に加盟する団体の作品展示
　　　　俳句・短歌・書道・絵画・写真・手工芸・盆栽など
　　　　※下仁田茶道会による無料抹茶サービスがあります。
●入場　無料
●問い合わせ先　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



健康健康

令
和
８
年
度 

人
間
ド
ッ
ク（
日
帰
り
）の
受
付
を
開
始
し
ま
す

●
申
込
受
付
開
始
日

２
月
２
日
（
月
）
〜

●
受
診
で
き
る
期
間

４
月
１
日
（
水
）
〜

令
和
９
年
３
月
31
日
（
水
）

●
実
施
機
関
　
下
仁
田
厚
生
病
院

●
申
込
方
法

直
接
、
下
仁
田
厚
生
病
院
へ

☎
82
―
３
５
５
５

●
受
付
時
間

平
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
予
約

の
旨
を
伝
え
る

●
対
象

・
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
で
、

検
査
日
ま
で
引
き
続
き
加
入
し
て

い
る
人

・
国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て

い
る
人

・
町
が
実
施
す
る
特
定
健
診
ま
た

は
高
齢
者
健
診
を
受
診
し
な
い
人

※
注
意
：
費
用
の
助
成
が
受
け
ら

れ
る
の
は
、
町
が
実
施
す
る
特
定

健
診
ま
た
は
高
齢
者
健
診
（
集
団

健
診
、
個
別
健
診
）
、
人
間
ド
ッ

ク
の
い
ず
れ
か
１
つ
で
、
年
度
内

に
１
回
で
す
。

●
主
な
検
査
内
容

【
日
帰
り
ド
ッ
ク
】

診
察
（
内
科
）
・
身
体
計
測

血
圧
測
定
・
血
液
検
査
・
尿
検
査

心
電
図
・
聴
力
検
査
・
眼
科
検
査

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
胃
カ
メ
ラ

便
潜
血
検
査
・
腹
部
エ
コ
ー

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
（
男
性
）

骨
密
度
検
査
（
女
性
）
な
ど

●
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
（
追
加
料

金
）

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ピ
ロ
リ
抗
体

頸
動
脈
エ
コ
ー

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ

Ａ
・
Ｃ
Ａ
19
―
９
）

女
性
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・

Ｃ
Ｅ
Ａ
・
Ｃ
Ａ
19
―
９
・
Ｃ
Ａ
１

２
５
・
Ｃ
Ａ
15
―
３
）

骨
密
度
検
査（
男
性
）な
ど
は
別
途

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
費
用
（
予
定
）

個
人
負
担
金
　
１
１
，
３
０
０
円

（
費
用
総
額
３
６
，
３
０
０
円
／

助
成
額
２
５
，
０
０
０
円
）

※
費
用
・
募
集
人
数
に
つ
い
て

は
、
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
４

月
の
広
報
で
再
度
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
同
意
事
項

　
国
民
健
康
保
険
の
方
は
、
特
定

健
診
を
受
診
し
た
こ
と
と
み
な
し

ま
す
。ま
た
、
結
果
に
よ
っ
て
は
特

定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方

は
、
高
齢
者
健
診
を
受
診
し
た
こ

と
と
み
な
し
ま
す
。結
果
デ
ー
タ

は
、
保
健
指
導
の
健
康
管
理
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　
令
和
６
年
度
か
ら
短
期
ド
ッ
ク

（
１
泊
２
日
）
は
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

寝
具
類
乾
燥
消
毒

サ
ー
ビ
ス
事
業

　
下
仁
田
町
で
は
、
高
齢
者
の
在

宅
支
援
と
し
て
、
布
団
等
の
乾
燥

消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。対
象
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
サ
ー
ビ
ス
内
容

・
毎
月
第
２
金
曜
日
に
寝
具
乾
燥

の
専
門
業
者
が
ご
自
宅
に
伺
い
、

布
団
を
預
か
り
、
そ
の
日
の
う
ち

に
乾
燥
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

・
乾
燥
で
き
る
寝
具
は
敷
き
布
団
、

掛
け
布
団（
羽
毛
含
む
）、毛
布
、枕

等
で
す
。※
普
段
使
用
し
て
い
る

寝
具
の
み
で
す
。

・
利
用
回
数
は
月
１
回
。（
基
本
的

に
毎
月
の
利
用
と
な
り
ま
す
。）

●
対
象
者

　
下
仁
田
町
に
住
所
が
あ
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
疾
病
等
に
よ
り
寝

具
を
自
力
で
干
す
こ
と
が
困
難

で
、
家
族
に
よ
る
寝
具
の
衛
生
管

理
も
困
難
な
一
人
暮
ら
し
、
又
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

●
利
用
料
　
１
回
　
３
６
０
円

●
申
し
込
み
方
法

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

里
見
哲
夫

イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ

イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ

　
１
９
５
３
年（
昭
和
28
）頃
、
秩
父

博
物
館
に
勤
務
し
て
い
た
長
野
巖

先
生
と
知
り
合
っ
た
の
を
機
会
に
、

同
先
生
か
ら
下
仁
田
付
近
の
コ
ケ

を
調
べ
た
い
と
の
連
絡
を
受
け
て
、

１
９
５
７
年
（
昭
和
32
）
南
牧
村
と

下
仁
田
町
と
の
境
界
付
近
の
石
灰

岩
地
を
案
内
し
ま
し
た
。

　
当
時
植
物
に
つ
い
て
多
少
の
知

識
を
得
た
位
の
時
で
し
た
。こ
れ
幸

い
と
喜
ん
で
同
地
を
案
内
し
ま
し

た
。石
灰
岩
地
に
ど
ん
な
植
物
が
有

る
の
か
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
長
野
先
生
が
、
君
こ
の

植
物
分
か
り
ま
す
か
の
質
問
に
全

く
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。先
生
は

イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
だ
よ
と
教

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。こ
れ
は
石
灰

岩
地
に
特
有
な
植
物
で
有
る
こ
と

も
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。同
時
に

ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
と
の
違
い
も
教

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。言
え
ば
下
仁

田
に
は
石
灰
岩
を
有
す
る
山
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
時
、
初
め
て
そ
の
土
地
の
地

質
と
植
物
の
分
布
と
に
関
係
が
あ

る
こ
と
も
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
契
機
と
し
て
中
央
の

植
物
の
専
門
の
先
生
方
と
の
交
流

も
出
来
ま
し
て
、
種
々
と
教
え
を
戴

く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
特
に
東
京
大
学
の
倉
田
悟
先
生
、

都
立
大
学
の
水
島
正
美
先
生
、
東
京

教
育
大
学
の
伊
藤
洋
先
生
か
ら
は

石
灰
岩
地
の
植
物
の
重
要
さ
を
教

え
て
戴
き
、
特
段
の
ご
指
導
を
戴
く

機
会
が
出
来
ま
し
た
。

　
植
物
名
を
見
ま
す
と
イ
ワ
ツ
ク

バ
ネ
ウ
ツ
ギ
と
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ

は
同
じ
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
で
す
が
、
属

の
違
い
の
あ
る
こ
と
な
ど
も
段
々

身
に
つ
い
て
き
ま
し
た
。や
は
り
や

る
気
を
起
こ
し
、
自
ら
学
習
を
深
め

る
基
本
的
な
こ
と
な
ど
を
身
に
つ

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
取
り

ま
し
た
。

　
イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
は
５
〜

６
月
頃
、
若
枝
の
先
端
に
２
花
を
つ

け
、
花
は
白
色
で
淡
紅
色
を
帯
び
て

内
面
は
軟
毛
が
多
い
。ガ
ク
片
は
４

枚
。な
ど
と
記
録
に
残
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
隣
接
す
る
多
野
郡
の
石

灰
岩
地
で
も
イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ

ギ
と
の
出
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。特

に
、
叶
山
の
開
発
に
伴
う
植
物
調
査

で
は
色
々
と
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
多
野
郡
へ
の
植
物
調
査
が
段
々

と
進
ん
で
き
た
当
初
、
神
流
川
に
あ

る
大
き
な
丸
岩
沿
い
の
道
路
上
の

岩
場
を
眺
め
て
い
ま
し
た
ら
、
ダ
イ

ダ
イ
色
に
色
づ
い
た
小
低
木
が
目

に
止
ま
り
ま
し
た
。初
め
て
見
た
植

物
で
早
速
標
本
用
に
切
り
取
っ
て

き
ま
し
た
。

　
標
本
は
国
立
科
学
博
物
館
の
奥

山
春
季
先
生
に
お
送
り
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
ヨ
コ
グ
ラ
ノ
キ
で
し
た
。

こ
れ
は
牧
野
富
太
郎
先
生
が
高
知

県
越
地
町
の
横
倉
山
で
採
集
し
、
初

め
て
の
採
集
品
と
あ
っ
て
、
そ
の
土

地
の
名
前
を
つ
け
ヨ
コ
グ
ラ
ノ
キ

と
命
名
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
教
え

ら
れ
ま
し
た
。同
時
に
東
日
本
で
は

初
め
て
の
採
集
で
あ
る
こ
と
も
教

え
ら
れ
驚
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、
こ
の
地
の
近
く

の
他
處
山
に
登
り
ま
し
た
ら
山
頂

近
く
で
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
経
験
を
契
機
に
段
々
と

植
物
調
査
へ
と
力
が
入
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。し
か
し
、
対
象
と
す

る
植
物
が
余
り
に
も
多
い
の
に
驚

く
ば
か
り
で
し
た
。

　
幸
い
な
こ
と
に
私
の
祖
母
の
実

家
が
上
野
村
の
国
重
要
文
化
財
の

黒
沢
家
で
し
た
。失
礼
を
か
え
り
み

ず
に
泊
め
て
頂
き
多
野
山
地
の

山
々
へ
足
を
運
ぶ
機
会
が
出
来
ま

し
た
。

　
ま
た
、
貴
重
な
植
物
を
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。最
も
貴
重
な

植
物
と
し
て
叶
山
で
見
つ
け
た
の

が
イ
ワ
ウ
ラ
ジ
オ
で
し
た
。こ
の
シ

ダ
は
日
本
で
も
屈
指
の
最
初
の
大

発
見
で
し
た
。現
在
の
分
布
地
と
し

て
は
東
京
都
・
埼
玉
県
・
群
馬
県

の
３
県
の
み
で
す
。そ
の
後
下
仁
田

町
の
石
灰
岩
地
で
も
見
つ
け
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。大
発
見
に
は

た
だ
驚
く
ば
か
り
と
な
っ
て
、
次
第

に
植
物
の
道
へ
と
進
む
契
機
と

な
っ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

我
が
祖
母
は
　
峠
越
し
て

嫁
ぎ
く
る

　
名
主
同
士
の
　
縁
組
と
知
る

叶
山
　
イ
ワ
ウ
ラ
ジ
オ
を

発
見
し

　
貴
重
さ
知
り
　
震
え
驚
く
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健康健康

令
和
８
年
度 

人
間
ド
ッ
ク（
日
帰
り
）の
受
付
を
開
始
し
ま
す

●
申
込
受
付
開
始
日

２
月
２
日
（
月
）
〜

●
受
診
で
き
る
期
間

４
月
１
日
（
水
）
〜

令
和
９
年
３
月
31
日
（
水
）

●
実
施
機
関
　
下
仁
田
厚
生
病
院

●
申
込
方
法

直
接
、
下
仁
田
厚
生
病
院
へ

☎
82
―
３
５
５
５

●
受
付
時
間

平
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
予
約

の
旨
を
伝
え
る

●
対
象

・
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
で
、

検
査
日
ま
で
引
き
続
き
加
入
し
て

い
る
人

・
国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て

い
る
人

・
町
が
実
施
す
る
特
定
健
診
ま
た

は
高
齢
者
健
診
を
受
診
し
な
い
人

※
注
意
：
費
用
の
助
成
が
受
け
ら

れ
る
の
は
、
町
が
実
施
す
る
特
定

健
診
ま
た
は
高
齢
者
健
診
（
集
団

健
診
、
個
別
健
診
）
、
人
間
ド
ッ

ク
の
い
ず
れ
か
１
つ
で
、
年
度
内

に
１
回
で
す
。

●
主
な
検
査
内
容

【
日
帰
り
ド
ッ
ク
】

診
察
（
内
科
）
・
身
体
計
測

血
圧
測
定
・
血
液
検
査
・
尿
検
査

心
電
図
・
聴
力
検
査
・
眼
科
検
査

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
胃
カ
メ
ラ

便
潜
血
検
査
・
腹
部
エ
コ
ー

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
（
男
性
）

骨
密
度
検
査
（
女
性
）
な
ど

●
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
（
追
加
料

金
）

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ピ
ロ
リ
抗
体

頸
動
脈
エ
コ
ー

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ

Ａ
・
Ｃ
Ａ
19
―
９
）

女
性
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・

Ｃ
Ｅ
Ａ
・
Ｃ
Ａ
19
―
９
・
Ｃ
Ａ
１

２
５
・
Ｃ
Ａ
15
―
３
）

骨
密
度
検
査（
男
性
）な
ど
は
別
途

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
費
用
（
予
定
）

個
人
負
担
金
　
１
１
，
３
０
０
円

（
費
用
総
額
３
６
，
３
０
０
円
／

助
成
額
２
５
，
０
０
０
円
）

※
費
用
・
募
集
人
数
に
つ
い
て

は
、
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
４

月
の
広
報
で
再
度
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
同
意
事
項

　
国
民
健
康
保
険
の
方
は
、
特
定

健
診
を
受
診
し
た
こ
と
と
み
な
し

ま
す
。ま
た
、
結
果
に
よ
っ
て
は
特

定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方

は
、
高
齢
者
健
診
を
受
診
し
た
こ

と
と
み
な
し
ま
す
。結
果
デ
ー
タ

は
、
保
健
指
導
の
健
康
管
理
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　
令
和
６
年
度
か
ら
短
期
ド
ッ
ク

（
１
泊
２
日
）
は
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

寝
具
類
乾
燥
消
毒

サ
ー
ビ
ス
事
業

　
下
仁
田
町
で
は
、
高
齢
者
の
在

宅
支
援
と
し
て
、
布
団
等
の
乾
燥

消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。対
象
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
サ
ー
ビ
ス
内
容

・
毎
月
第
２
金
曜
日
に
寝
具
乾
燥

の
専
門
業
者
が
ご
自
宅
に
伺
い
、

布
団
を
預
か
り
、
そ
の
日
の
う
ち

に
乾
燥
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

・
乾
燥
で
き
る
寝
具
は
敷
き
布
団
、

掛
け
布
団（
羽
毛
含
む
）、毛
布
、枕

等
で
す
。※
普
段
使
用
し
て
い
る

寝
具
の
み
で
す
。

・
利
用
回
数
は
月
１
回
。（
基
本
的

に
毎
月
の
利
用
と
な
り
ま
す
。）

●
対
象
者

　
下
仁
田
町
に
住
所
が
あ
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
疾
病
等
に
よ
り
寝

具
を
自
力
で
干
す
こ
と
が
困
難

で
、
家
族
に
よ
る
寝
具
の
衛
生
管

理
も
困
難
な
一
人
暮
ら
し
、
又
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

●
利
用
料
　
１
回
　
３
６
０
円

●
申
し
込
み
方
法

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

里
見
哲
夫

イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ

イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ

　
１
９
５
３
年（
昭
和
28
）頃
、
秩
父

博
物
館
に
勤
務
し
て
い
た
長
野
巖

先
生
と
知
り
合
っ
た
の
を
機
会
に
、

同
先
生
か
ら
下
仁
田
付
近
の
コ
ケ

を
調
べ
た
い
と
の
連
絡
を
受
け
て
、

１
９
５
７
年
（
昭
和
32
）
南
牧
村
と

下
仁
田
町
と
の
境
界
付
近
の
石
灰

岩
地
を
案
内
し
ま
し
た
。

　
当
時
植
物
に
つ
い
て
多
少
の
知

識
を
得
た
位
の
時
で
し
た
。こ
れ
幸

い
と
喜
ん
で
同
地
を
案
内
し
ま
し

た
。石
灰
岩
地
に
ど
ん
な
植
物
が
有

る
の
か
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
長
野
先
生
が
、
君
こ
の

植
物
分
か
り
ま
す
か
の
質
問
に
全

く
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。先
生
は

イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
だ
よ
と
教

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。こ
れ
は
石
灰

岩
地
に
特
有
な
植
物
で
有
る
こ
と

も
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。同
時
に

ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
と
の
違
い
も
教

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。言
え
ば
下
仁

田
に
は
石
灰
岩
を
有
す
る
山
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
時
、
初
め
て
そ
の
土
地
の
地

質
と
植
物
の
分
布
と
に
関
係
が
あ

る
こ
と
も
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
契
機
と
し
て
中
央
の

植
物
の
専
門
の
先
生
方
と
の
交
流

も
出
来
ま
し
て
、
種
々
と
教
え
を
戴

く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
特
に
東
京
大
学
の
倉
田
悟
先
生
、

都
立
大
学
の
水
島
正
美
先
生
、
東
京

教
育
大
学
の
伊
藤
洋
先
生
か
ら
は

石
灰
岩
地
の
植
物
の
重
要
さ
を
教

え
て
戴
き
、
特
段
の
ご
指
導
を
戴
く

機
会
が
出
来
ま
し
た
。

　
植
物
名
を
見
ま
す
と
イ
ワ
ツ
ク

バ
ネ
ウ
ツ
ギ
と
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ

は
同
じ
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
で
す
が
、
属

の
違
い
の
あ
る
こ
と
な
ど
も
段
々

身
に
つ
い
て
き
ま
し
た
。や
は
り
や

る
気
を
起
こ
し
、
自
ら
学
習
を
深
め

る
基
本
的
な
こ
と
な
ど
を
身
に
つ

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
取
り

ま
し
た
。

　
イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
は
５
〜

６
月
頃
、
若
枝
の
先
端
に
２
花
を
つ

け
、
花
は
白
色
で
淡
紅
色
を
帯
び
て

内
面
は
軟
毛
が
多
い
。ガ
ク
片
は
４

枚
。な
ど
と
記
録
に
残
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
隣
接
す
る
多
野
郡
の
石

灰
岩
地
で
も
イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ

ギ
と
の
出
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。特

に
、
叶
山
の
開
発
に
伴
う
植
物
調
査

で
は
色
々
と
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
多
野
郡
へ
の
植
物
調
査
が
段
々

と
進
ん
で
き
た
当
初
、
神
流
川
に
あ

る
大
き
な
丸
岩
沿
い
の
道
路
上
の

岩
場
を
眺
め
て
い
ま
し
た
ら
、
ダ
イ

ダ
イ
色
に
色
づ
い
た
小
低
木
が
目

に
止
ま
り
ま
し
た
。初
め
て
見
た
植

物
で
早
速
標
本
用
に
切
り
取
っ
て

き
ま
し
た
。

　
標
本
は
国
立
科
学
博
物
館
の
奥

山
春
季
先
生
に
お
送
り
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
ヨ
コ
グ
ラ
ノ
キ
で
し
た
。

こ
れ
は
牧
野
富
太
郎
先
生
が
高
知

県
越
地
町
の
横
倉
山
で
採
集
し
、
初

め
て
の
採
集
品
と
あ
っ
て
、
そ
の
土

地
の
名
前
を
つ
け
ヨ
コ
グ
ラ
ノ
キ

と
命
名
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
教
え

ら
れ
ま
し
た
。同
時
に
東
日
本
で
は

初
め
て
の
採
集
で
あ
る
こ
と
も
教

え
ら
れ
驚
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、
こ
の
地
の
近
く

の
他
處
山
に
登
り
ま
し
た
ら
山
頂

近
く
で
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
経
験
を
契
機
に
段
々
と

植
物
調
査
へ
と
力
が
入
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。し
か
し
、
対
象
と
す

る
植
物
が
余
り
に
も
多
い
の
に
驚

く
ば
か
り
で
し
た
。

　
幸
い
な
こ
と
に
私
の
祖
母
の
実

家
が
上
野
村
の
国
重
要
文
化
財
の

黒
沢
家
で
し
た
。失
礼
を
か
え
り
み

ず
に
泊
め
て
頂
き
多
野
山
地
の

山
々
へ
足
を
運
ぶ
機
会
が
出
来
ま

し
た
。

　
ま
た
、
貴
重
な
植
物
を
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。最
も
貴
重
な

植
物
と
し
て
叶
山
で
見
つ
け
た
の

が
イ
ワ
ウ
ラ
ジ
オ
で
し
た
。こ
の
シ

ダ
は
日
本
で
も
屈
指
の
最
初
の
大

発
見
で
し
た
。現
在
の
分
布
地
と
し

て
は
東
京
都
・
埼
玉
県
・
群
馬
県

の
３
県
の
み
で
す
。そ
の
後
下
仁
田

町
の
石
灰
岩
地
で
も
見
つ
け
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。大
発
見
に
は

た
だ
驚
く
ば
か
り
と
な
っ
て
、
次
第

に
植
物
の
道
へ
と
進
む
契
機
と

な
っ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

我
が
祖
母
は
　
峠
越
し
て

嫁
ぎ
く
る

　
名
主
同
士
の
　
縁
組
と
知
る

叶
山
　
イ
ワ
ウ
ラ
ジ
オ
を

発
見
し

　
貴
重
さ
知
り
　
震
え
驚
く
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年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相
談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフ
が応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相
談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先
　保健課保健予防係　☎82－5490

●診察日　日曜日、祝日
●診療場所　休日診療所
　　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　　富岡２０３７番地１
●問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

緊急時にご利用ください。
●休日診療実施日　日曜、祝祭日、年末年始
●診察時間　午前９時～正午
●診療場所　富岡甘楽歯科医師会　口腔保健センター診療所
　　　　　　富岡市七日市640番地1
　　　　　　（公立七日市病院隣）
●問い合わせ先　☎62－1706

歯科休日診療所 富岡甘楽歯科医師会健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆2月1日  （日）小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
◆2月15日（日）菊池　修　先生（もみの木こどもクリニック）
●診療時間　午前９時～正午
●診療場所　公立富岡総合病院　救急室
●問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
約３分間の健康講話が聞けます
月／腎盂腎炎　　　　　　　　　火／保険でできる歯周病の治療
水／かかりつけ医いますか？　　木／歯茎が腫れたとき
金／子宮外妊娠　　　  土日／親知らずはなんで抜歯が必要なの？
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
※トラブル防止のため、氏名・連絡先を伺います。
◆12日（木）　歯科　午後７時３０分～８時３０分
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 2月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（2月～3月）」

富岡保健福祉事務所　2月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

2月5日（木）
3月5日（木）

2月13日（金）

予約締切日
2月10日（火）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします3月２7日（金）

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に

配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、
歯科相談、家族計画・授乳・
育児相談、健康相談、離乳
食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

令和7年11月～12月生まれ

令和7年8月～9月生まれ

令和7年5月～6月生まれ

令和7年1月～2月生まれ

令和6年7月～8月生まれ

令和6年1月～2月生まれ

令和5年7月～8月生まれ

令和5年1月～2月生まれ

令和4年7月～8月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

こころの
健康相談

日にち 時間 検査内容 申込先担当

2月10日（火）

2月3日（火）
17日（火）
24日（火）

午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談※無料で受けられます。

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

健康健康

紙おむつ、尿取りパッド等の購入費を捕助
補助額 上限　月額５，０００円

要介護度２以上

身体障害者手帳（１,２級） 

療育手帳（Ａ） 対象者

特別児童扶養手当、特別障害者手当
又は障害児福祉手当受給者

　在宅で紙おむつ類を常時使用している高齢者および障害者等に対し、購入費の扶助を行います。今回申
請の対象期間は令和7年９月購入分から令和8年２月購入分です。
　ただし、まだ申請していない前期分（令和7年３月から令和7年８月の購入分）がある方については、
その期間も対象となります。
●対象者　町に住所を有する方で、
①要介護２以上の判定を受けている方②身体障害者手帳「１級・２級」の方③療育手帳「Ａ」の方
④特別児童扶養手当、特別障害者手当又は障害児福祉手当の対象者の方
※15日以上の入院・入所期間（地域密着型サービス・ショートステイ利用を含む）がある月は対象外
●扶助額　購入価格または月額５，０００円のうちいずれか低い額
●申請期間　２月９日（月）～３月９日（月）
●申請に必要なもの
　❶介護保険証・身体障害者手帳・療育手帳〈対象者〉④の各手当を証明するもの（複数所持者はあるも
　のすべて）
　❷領収証（「誰が使う紙おむつをいくらで買ったのか」がわかるように「宛名・ただし書き・金額」が明記さ
　れているもの）
　※レシートは不可。レジから打ち出されたレシート風の領収証は、受付可能。
　❸申請者の指定預金口座番号
　　（ゆうちょ銀行の場合は店番・口座番号）
　❹入院・入所がある場合は期間がわかるもの
　　（メモや口頭でも可）
●問い合わせ先
福祉課介護保険係　☎64―８８０２
福祉係　☎64―８８０３

紙おむつ購入費の扶助申請を受け付けます紙おむつ購入費の扶助申請を受け付けます

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相
談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフ
が応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相
談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先
　保健課保健予防係　☎82－5490

●診察日　日曜日、祝日
●診療場所　休日診療所
　　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　　富岡２０３７番地１
●問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

緊急時にご利用ください。
●休日診療実施日　日曜、祝祭日、年末年始
●診察時間　午前９時～正午
●診療場所　富岡甘楽歯科医師会　口腔保健センター診療所
　　　　　　富岡市七日市640番地1
　　　　　　（公立七日市病院隣）
●問い合わせ先　☎62－1706

歯科休日診療所 富岡甘楽歯科医師会健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆2月1日  （日）小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
◆2月15日（日）菊池　修　先生（もみの木こどもクリニック）
●診療時間　午前９時～正午
●診療場所　公立富岡総合病院　救急室
●問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
約３分間の健康講話が聞けます
月／腎盂腎炎　　　　　　　　　火／保険でできる歯周病の治療
水／かかりつけ医いますか？　　木／歯茎が腫れたとき
金／子宮外妊娠　　　  土日／親知らずはなんで抜歯が必要なの？
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
※トラブル防止のため、氏名・連絡先を伺います。
◆12日（木）　歯科　午後７時３０分～８時３０分
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 2月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（2月～3月）」

富岡保健福祉事務所　2月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

2月5日（木）
3月5日（木）

2月13日（金）

予約締切日
2月10日（火）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします3月２7日（金）

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に

配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、
歯科相談、家族計画・授乳・
育児相談、健康相談、離乳
食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

令和7年11月～12月生まれ

令和7年8月～9月生まれ

令和7年5月～6月生まれ

令和7年1月～2月生まれ

令和6年7月～8月生まれ

令和6年1月～2月生まれ

令和5年7月～8月生まれ

令和5年1月～2月生まれ

令和4年7月～8月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

こころの
健康相談

日にち 時間 検査内容 申込先担当

2月10日（火）

2月3日（火）
17日（火）
24日（火）

午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談※無料で受けられます。

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

健康健康

紙おむつ、尿取りパッド等の購入費を捕助
補助額 上限　月額５，０００円

要介護度２以上

身体障害者手帳（１,２級） 

療育手帳（Ａ） 対象者

特別児童扶養手当、特別障害者手当
又は障害児福祉手当受給者

　在宅で紙おむつ類を常時使用している高齢者および障害者等に対し、購入費の扶助を行います。今回申
請の対象期間は令和7年９月購入分から令和8年２月購入分です。
　ただし、まだ申請していない前期分（令和7年３月から令和7年８月の購入分）がある方については、
その期間も対象となります。
●対象者　町に住所を有する方で、
①要介護２以上の判定を受けている方②身体障害者手帳「１級・２級」の方③療育手帳「Ａ」の方
④特別児童扶養手当、特別障害者手当又は障害児福祉手当の対象者の方
※15日以上の入院・入所期間（地域密着型サービス・ショートステイ利用を含む）がある月は対象外
●扶助額　購入価格または月額５，０００円のうちいずれか低い額
●申請期間　２月９日（月）～３月９日（月）
●申請に必要なもの
　❶介護保険証・身体障害者手帳・療育手帳〈対象者〉④の各手当を証明するもの（複数所持者はあるも
　のすべて）
　❷領収証（「誰が使う紙おむつをいくらで買ったのか」がわかるように「宛名・ただし書き・金額」が明記さ
　れているもの）
　※レシートは不可。レジから打ち出されたレシート風の領収証は、受付可能。
　❸申請者の指定預金口座番号
　　（ゆうちょ銀行の場合は店番・口座番号）
　❹入院・入所がある場合は期間がわかるもの
　　（メモや口頭でも可）
●問い合わせ先
福祉課介護保険係　☎64―８８０２
福祉係　☎64―８８０３

紙おむつ購入費の扶助申請を受け付けます紙おむつ購入費の扶助申請を受け付けます

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（登　子）
（正　章）
（浩　大）
（治　美）
（トヨ子）
（福田真砂子）
（公　一）
（勝　已）

大　平
大　東
中小坂
城　西
東野牧
上小坂
大　東
小　川

金井　孝允
瀬間　郁子
山田　進
清水　ケイ
上原　茂
髙田　正
瀨間　昭子
荒木　靖子

月
2

の
納
税

未
納
の
税
金
が
あ
り
ま
し
た
ら

土
日
祝
祭
日
も
役
場
で
納
税
が

で
き
ま
す
。

日
直
者
が
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
ま
で
対
応
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納

付
で
き
ま
す
。

※
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
る
納
付
書
は
、ｅ
Ｌ
-Ｑ
Ｒ

対
応
金
融
機
関
及
び
各
種
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
で
納
付
で
き
ま
す
。納

付
方
法
は
地
方
税
共
同
機
構
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
日（
火
）・
19
日（
木
）・
26
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等

に
よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。請

求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
火
）・
18
日（
水
）・
30
日

（
月
）の
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
８
期・

介
護
保
険
料
８
期・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
８
期

納
期
限
は
3
月
２
日（
月
）で

す
。2

月
の
支
払
日

3
月
の
支
払
日

12月届出分〈敬称略・順不同〉

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

伊藤日々 喜（啓市・春花）本　宿
ひびき

人口
　男
　女
世帯

（　 3）
（　 2）
（　 1）
（　 0）

ー

ー

ー

（　）内は前月比

5,897人
2,913人
2,984人

3,041世帯

転入   14人/  出生 3人
転出   7人/  死亡 13人

（1月1日現在）

（12月中）

人と町を結ぶ情報紙
有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

- 広報しもにた -
shimonita

No 838

2
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2026

森川酒店 お客様がよりよいお買い物が出来ます事に努めております。
ご注文・お問い合わせ  ☎0274-82-3112

有
料
広
告

聖徳吟醸酒粕 500g
聖徳 純米吟醸無濾過生原酒1.8L

・ビール券には有効期限が御座います、
お手持ちの券をお確かめください。

・ビール券には有効期限が御座います、
お手持ちの券をお確かめください。

酒類・食料品ギフト
店内大陳列！

酒類・食料品ギフト
店内大陳列！

この季節だけの、しぼりたての贅沢
季節限定商品のお知らせ

二十歳の旅立ちとこれからの未来へ
心からご祝福申し上げます

二十歳の旅立ちとこれからの未来へ
心からご祝福申し上げます

下仁田町商業協同組合

有限会社有限会社


